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◎ 穣極的 善纏議的は、自分の仕事 (鸞響議甍糞鐘黛癬毎1鶴闇F議譲m)を実施する。

9 授業の中で、醸癬しい典爾爾糠導つく::与1篭程ヽ≪:、 努力をす機。
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一　
　
年

一
学

■第 科  篭諄 習 妾旨 導           |.::11:|::11                                 :         ||                |

彗 時
‐    7月 上自

指導者 教諭 成轟■二主

対 象 1年 3経 |

■ 題材名 燃焼

尋 i題材について

(1)響材観  物質キ
ょびその変化を調べる基警的な方法を習得させることが夫きな自標となっ

ているォit中学校で取 り扱う基礎的な方法とは大きく痢けて次の31の方法絶分類
できる1

①燃焼 (加熱)さ せること                    ,
②水に溶かすこと

③電気を流すこと

ここでは小学校でかなりのところまで学習し、これまでの経験が有効にTll用 でき
るoの燃競させることから:ま し`るのが妥当であると考える。②に水産溶かすとぃ

う方法ギあるが、実撃したこきにより奉象が強い①の方法に量点をおいを手与め
たい。    |   ‐

(:〕 等徒の
琴態  強 焼二

|のが燃:え る一としヽ,こ となどうい事二とか菫とぃう轟ぃ庭基 :ヽ こ
‐

[   ての警で共通し
=し

lキ ること:ま『もあが燃えると消えてなくなる』という考えを暮ら
下しl争 |と F挙各:申年は,務質が炎資拳げて燃え、多がう義質に事二」と理解しをせ

‐
:‐  |■ ||:テ |の |いるが、:要 とんど:ま『溝ネてなくなる|≧考えそL〕 |よ うでふる.豊 え、1農
| ■  え|なゆ|ほ酸:琴が必要だ』、『議えぅと二華化棄素ぶ議る』≧曇えな二縫基:も ご『轟|

‐ 零と芋,すうこと』という響籍っし|た
.でぬなtヽ 1単に現象としてとなぇてぃ:る「だ

t

l :=∬鼻憩:=ζξ意為黛lよば童贔奪藝11‐1こ:

|    つ警げ各:こ
は翻難な薫がある。 .  :           ■ |

警琴9‐
学‐習にないする姿勢も懸片的な知義を覚えることが主を1学書轟菫走il_

|   「｀
1下 零季的‐

=‐

警を澪興じt飯妻を詳経に吟味
=て

最後まで豪碁善轟さ事i.領議

| 、 を学級全警で共有するという意欲に欠ける画もある1     1  1      i

(書:毒轟上の霧題点と対策                           |

i  ll : |こ ?言軍撃
‐
警質≒そつ変化を1研究する事‐■警|あぅ,tなかつそ.≧学変化●申

‐  1最 争華脊的な事合の学習なら始めなわ|テである恭、化合の中で暮■暮身遠がそ _

| |́あ る燃焼年,レ lて
め生撻あ理署おま極ゃてお,|ギ |けで1燃 えれば二酸花農素が尭

生する|い う断片摯姜撃解があ|ギitそう二1何議二酸花農素暮らか、轟焼二はど
「,11'メ す|イム奮のふ|ついて|:=1んど義轟じそ―ぃなtヽ し、そあ必要基i違ニ

キ?毒 |で |をい率うで島二Ⅲ与後|ぎざま事務姜あ疵合こらぃて撃善するたらI

■   には化合というィ準学乗化がしっ々 :り ,|ま れを|れ彗ならを,｀ :そ■是
‐
ユニ必要

■  l  tiJと は○警軍が1言攣に結合:したこと、②そきたもあ恭新しぃ犠責をぁ
=1と

、

畢

し  
‐



二酸化炭素の中でマグネシゥエリボンを然やす  (4/5時 }。二酸化炭素:ま 炭素と酸素からできてャ、うことを説明できる。燃焼をモデルを手1用 して酸素が化今する|と でぁると説明できる

FT焼ふ
言
「さ

|'ギ
:と
撃摯亨|1摯著||||すうことを|千 11碁議二|:ふ |・ ‐‐

(1)題 材

(2)ね らい

ものが裁えぅ年1ま釜気が碁要:

なことを調べる

空気の組成を調べる

摯脅が燃える夏誓華≦
説明できる        . |  ‐

燃焼をささぇ
|ヽ

L,‐は空気の三分あ1の議募
であうことを説噴そ暮る|

酸素ガスをつてる

琴素ガスの申で事責t崇などを
´

燃やす    ● .     :

華琴ガスの製琴警よび酸素ガスにIま ものを
替やす鏡きがあることを説明できる _

酸率ガスの拳で本策を然ぼ
これに石灰本をぃれ幸濁させる
二酸化炭素の性質音轟べ基

炭素
ギ燃ぇる年二撃

=炭

素ができることを
実験し、指摘できる

~|

二重事炭素っ筆質をllく らか指機できる

ボンを繁ゃすと策素が遊離する=撃
多炭素あ中す了グネシゥム鬱 _撃化炭素は炭素と

9ヽが燃えるとしヽ|のな酸素:と を合手る
こ年であることを説明できる

鉄粉がさびると酸素がなくなる 奎馬がさびるの韓ゅっくりした撃化である
ことを説明できる

・
=ヽ=_議議着綺饉■由●義趣餞饉議蓋

=

題材の日標

4 指導計画
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書

事

項
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躍

・認

②

学
・
晋

課

題
―

設

定

③

予

想

=華

:化

蒸素中で1二 ろうそくの

人t=消 だると:.tiう 実蒙を1観葉

させる   1        1

ろうそくの人が消えな理彙を

考えさせる1 : ● =|

密露した容器内でろうそくを

燃やすと酸素が減少し1火が

緯えるという実験を観察させ

演示実験 1を 観察する

曇1 実1験1 ‐|

二酸化炭繁

ビァオニ:の 中に二撃化炭素が入,て し―ヽため

ではな―移ヽか       1 1   1

演示実験2を 観察する

図2 実験2  ,        1

ろうそくの人はどうなるかそ

の理由を考えさせる

二酸化麦素が溜まるのでまもなく火は消える

二酸化麦素は空気より重いので下に溜まり

火1ま群える●||  ‐ 、
「
1 ‐  |

なうそくが燃え|る と二酸化炭素が出て二酸化

炭素こま火を消す鱗きがある1の でろうそくのi

火は消える     ｀
1

実験 を観察 し火が消えることを確認する実験で確かめさせる

学習課題を提示する

予想をたてさせる ア の 説 :| |||  |||:
麗題の空気とすぐ混合して中に:ま較素:も 入つ

てくるから難え続ける | ●1・   ■ ‐

.こ こ韓二酸化炭素が入うている集気びんが2本あります.こ れに火の

いたろうそくとマ:/‐ネシウムサポンを入れます。どのようになるか次

の中から選びなさい。 1  1              i
図3  実験3

ア:両方燃え続ける ●

711童芳窮:え な.:ン
ウ:ろ うそくだけ消え

―
る|

工。マグネシウムリボンだi

消える    .| |

マヴキ,ウム

'1市 )ヾ

二.酸化炭素が入つ

ていることを予想

できたか

二酸化炭素の中で

は鐵焼 しないこと

を発表できたか

軍霧
=酸

案|が無■
1状簿でギま燃禁彗お

tななし`こと夢建

認で|き たが
'三

それぞれの説を

主張する人の数を

確認して生徒に示

す

個人で考えさせた

後小集団を利用 し

て池の仮説と比較

・
一
　

一

．

　ヽ

）

Ｆ
・・・・・

社毎一一一一

予 想 さ れ る 生 徒 の 反 応 `活 動
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1議 1議 言響■|■ る塁葺||11=:

イ め 説

どんな考えがあるか班で確認

し、それぞれの理由を検討さ

せる         .

。実験3に よリウが正しいことと
確認させる

'「手警事華琴,中で:ヰ 1犠賛:ま撫建しを与ヽ|14

■蘭年や|を実験で攀こかでふti   )
サ の 議  i l‐  ■ ‐‐

マ゙ィ1ネ キーサムソギシを最やしたど暮轟比ベ
了う,,(ゃ火韓撃|ヽあで群え基li_:

iアイキンウムリポシは継ぇる力が壺そうだ
から二酸ィじ炭素の中でも消えない .

‐ |の 講   :  | ■

`マ イネンウニリボン:を 燃やすと大変義:二 し

',:F多 くの撃素孝を要とすると思う:ら うを
く鮮奉二ま薔■ので職素が少な<てもょい.た

な|ろ うそく暮ま轟えtる :  :
■実響Fを 1響華じ:ろ う|そ く彗薄ぇるがマグニ
‐シヤ|プ ボジ::濃

=そ

燃焼すること喜亀轟
する   1         1

自分の仮説を立てさせる

それぞれの領説を確認し、そ

の理由を検討させる

・臭気びんについた黒い物質が

炭素の粉であることを知らせ

突然あらわれたこの炭素がど

こから出てきたのか考えさせ

る

中の二1華化炭素療糞三すんあ事の泉走碁霧
|.I難積ギ華,等集計ス■なからで藪ないが
|マイ|ン |ム ,議 |ジ轟鐘ぇる力が轟llのを

1‐摯素を必要としを与`    ´

li・ |1撃化議繁は華華:酸素からできて:｀ 息あ
だか争アイキンウムリ

ー
ボンは二酸化炭素が

ら撃琴t奪しヽ取って燃えたのではなシ`ふ|
・パチ不ナ音がしためてヤグネシウムザ華シ
が燃尋した.と

き

=撃
花炭素を弾き飛lJし 、を

つと:挙 に撃率が奪われた0で:まないか■
1マダネシ:ゥ ■り'ポ

ィた:ま寒は警素が含まれ
ているっではないか

表琴は二撃化炭素■申にあるだllそ二る|

だキすれザネ拳マある
=酸

化炭素量濃素を
失っ了1響体の豪素にな,たのではないか

|や うそ下誓lヰ■撃化1素 1争酸素を取|カ
がないから華え|ので1ま な|ヽ か |:■  |

:二雫争琴
素
す下韓るうそくの人が消えてしまもたのにどうして

マ‐イ|ンサ■リポン奪ま磐えることがそ喜たか|  ‐ ´

鷲禁に必要な酸素はどこ義ならたのふ1■

‐
書せitさ ら絶機分あ

:領‐説を練り上げさ

せる.::

,各 自み議■‐発表 ‐

・討論が活発になり
「
二酸化炭葉や酸素|

のモデルを使った

話し合い掟なるよ

であ峯ぼ十分時蘭
:

をかけるが:そ うで|

を皐ナれ疲深入りせ

ず、実験へ進むヽ

:で きるだ:す モデル

を使った,説明たさ
‐せる 1  1_

/1導馨を使ャ|、多く

の仮議を出させる

仮説をしぼ尋てぃ

うて対立する2つの

鎮説ヽと導く

これまで学書した

:こ とを総て土台と、

、した仮設になるよ

うに指導助言する|

集気びんにつぃた

墨い物質(炭素〉を

確認させる

気

警 意
:点 1評 .績



率 繋 ■■予 奪  事
く11):予想と理由を書いた人数‐

|.05分毒の翼人息考  ‐_ 05分轟バズをやった後、

予想と理彙を書いた者予奪と:理義を書いた者 書かなぃ者
23人 14人

)バズによる生徒の考えの変化

○マダネシウムリボン|よ 消える

個人思考

o了だネン,ム 夢ポンは難え嚢撃ナ|る
・

:

17個人思考 :        .:

バ 」て

ノヾ 」で

∵ンの中に入,て いる水:こ 二
酸化炭素が溶けてしまうので

そのかわり難輩気が入って燃え
る.  ・  :■  「

|  ::

'そ んなれたくされ|ま溶:ナを
いのではないか。 : ‐

‐   ↓     1,
0本を入れなぃで実験|し てみ
ればはっきりするt  l i

↓ |   |  :
・夢宅竃彙 熱焼する。|

↓

:水のせいではない:

書かない者
136人 1人
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・一一一

導

贈

指

段
望

`意 点■:評1篠

⑤

ま

と

め

まとめをしてみよう   ■

=議

化奪素は炭率軽1議素が死碁してできたこのである
燃境とは酸素が化合することである
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一
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|=イ:キ■サ,■

'ま

シあ燃疑][

1華■|||‐で:|をあ島の:爆発あ
■力|で二1酸イぎ炭素が歌き表ばさ
かをりに空気が入つて<る

| ら:    :

アルミホィ
｀
■ルで ■‐キをレFいう1義に筆気

入ちてしまう1‐ |

何か良い方構はなtヽ か。|｀
ギム栓に針金をつll:そ五

‐マィネンウふリボンをつ|:す十
ばよい。

夢電覆彙 燃焼する.

つヽがちよ説
．

●仮
・
の一

」

|二肇化炭素の中でも物質:ま

もぇるのではないか。激しく
燃える物質には酸素:ま必要な
いのではないか。

馨焼とは酸素と化合すること
をめに,:酸素がなくて燃える
の1まおかしい: :

三Fか別を導轟にちがいなし`.

■準化炭難 康素と機素が
らできているから1二酸モ
‐率:素の申年含まれる酸素を|
i筆

|て難筆|なので:まをも|
:か二: |    ・  : |

豪化銀や繁ずと水銀を加熱した

ら酸素が轟てきた:あれと同
じよう年警質め■の難素を使
つた0でξまないか[

1撃師の質再 酸化銀や酸化水銀で

|は啓ヨ熱した後に銀や水銀が残った
がこの場合も何か残るのから

蒸素が残る。

:‐黒もヽ物1質が残るら
=字が書|ける.―
・燃える .| ||
・炎をあげなltで素ぇる
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リァダーづくりをどうすすめるか  ■実践と評籍一

穐 隆昭  (難路市立東光申学校 )

‐         H.2.7.11  ‐

リーダニづくりの本質:よ 、児童生徒め管理でなく子どもたちが自らの力で :

集団を向上させてい<自主的な行動へめ意欲づけである:i救節が主役で動く
のではなく、子どもが主役になってよりよい学校にしてぃく営みであるも ・
りTダ Tを育てることは大変だが、育つて行くと教師も授業に専念できる筈で
ある。「生徒指導に違いまわされる学校にはした<ないJ。 このような意図で
曇を高めるための集轟づくりに取り組み、:人間関係を基盤とした集団生活め

しつけ、友人とめっきぁい方など、いわゅる「仲間づくり」を実践してきた。「

その成果については、すでに発表しているところである。      |
「伸問づくリー」はリーダーづくりめ基礎であり、集団を高める原動力であお◆

またこり
=ダ

Tづ <り も、より自主的に集団を高あt仲繭づくりを推違じti機

の能力を生かす重要な教育である。      i l  .
ここではこり‐ダニづくりの指導のノウハウの実践研究を紹介し、リーダ‐

性把持テ:ス トの有効性の検討をさらに進めていきたいな:

1・ ソニダニ性を教師が有しているか。

リーダニづくりは、言い換えると教師づくりである:リ ーダ性のない教師に
生機のり‐‐ダーシ,プを育てることはこ限界があると思われるtと ころが畿師
は、大学を事業してすぐにリーダニとして教壇に立ち、担任を任せられるので
ある。しかし11こ うしたり■ダ■研修は大学でも行なわないし:現場ですら
見様見まねである。ましてや、初任者研修でり■ダ■性を学ぶ機会もないしこ
指導されてぃない現実がある。

リーダー性は、それぞれの教飾が、自分なりに判断した経験で学び取った
らレベルで、生徒に同じように経験的に捉えさせようとtそのような機会を設定｀
しているように思われる。

リーダー性とは何かtり ■ダーとして何が必要なのかを分析し、指導した上

で、生徒に経験させ身にうける指導が必要にならてくると考える:

そこで、まず教師のりTダニ性を育てるための研修会を持つた.内容は、

数師が、具体的な次の事例をもとに、小集国でパズを行ないリーダ■性の
シュミンTシ ョンを実範じ研修しためである:~



2.リ ーダすとして1何 を指導するか

0授業中t私議が多くて騒がしい。みんな鶏いてくれない: 
‐    | | ‐■■  ■

0球技大会が近づいている|のに、みんな
―
我関せずで練習もしない:‐  1

0かさをなくした友だちに誰も協力してさがそうとしない。     |
10班長会を土曜日に持つことについて、様がってぃる人がいるの:よ 1  ●  :

やる気のない証拠だ。

⑤学毅新聞の提出がせまっている。1仲のよいものどうしで作つて提出した。
③自分が走つたから、体育会でクラスが入賞できたと友だちが言って来たが

自信過剰がいやなので黙つていた。

0メモをするのを忘れて連絡ができなかったが、借りて来ない人も悪い.     ~`~

0風紀委員が、伸のよい友だちに注意をしないで見て見ぬ振りをしている◆
0日番に、「先生が明日もやり直じと言っているので、明日もして下さい」
と言うた。  .‐

⑩窓の金具がこわれていたので学経費で貴|たことを先生に報告したが、    |
先生は、せ→かくだが買う前:=相談に来るように言われた1   ‐   ‐

.0点呼のとき遅れて来て、他にも遅れた麦だちがぃると開き度る鐵長がいる:‐

0撮除のときふましめな人が注意を受けるのはわかるが、全轟が注意を受け
るのはおかしい。          |

3.リ ーダ■としての心構え  ‐

'① ひとりで動くのはダメ :

1 0共通の目標をもっ

③‐人ひとりを大切にする  ・

0ク ラス全体のムードをつかむ

③グループの力を体験する    |
0人鷲関係を円滑にする

: ○みんなに迷惑をかけない

③立場を自覚する      ~
③責任を逃れない

0ひとりで決断しない

10まず自分から率先して実行する .

0みんなの責任として考え
:る

(先生方に話したことの要点 )



4.リ ーダー研修会をどう進めるか (実践醜 )

灘 1 第 1回 リーダー研修会  (1年生 )    H1/9/イ 18

1: リーダーとして次のような場合、あなたはどうしますか。

①先生がおられるのに騒がし<言 つている人

Oト インでガムの紙が捨ててあるのを見たとき

③学級に花をもつてきて<れた友だち

④押しピンを投げて遊んでいる人               ‐

C)日 番でないのに黒板をふいてとt頼まれたとき

⑤「おはよう」といつているのに、無視をしている人を見かけたとき

①昼食時に班にきちんとならてない人            ‐

③学校を長く体んでいる人

③選手を選ぶのになかなか決まらないとき

①席がえをしているのに、かってに属をかわる人

0宿難を見せてもらつて、やつてきたと注意を逃れている人 1  ‐
⑫人の机の上に平気で落書きをしている人

鏑121班長会 (火曜日の学活に向けて) (2年生)H2.6.18

司会 委員長 :記録 副委員長 (筆記用具,生活ノニト持参のこ

1:各役員の先週の反省をお願いします:          :
‐ 班長二_三二.三二二“.三二_二_三二……"二……三二._………1二_二 …̈  |

:美化1.二:_二 1ニニ̈二.………二 二̈………二.三二_二"……,二_二 三̈二二

1 文 イL三二 二_¨二二.… ■ _二 _…二.ニニ 二̈ 。二 .:.…二__二 .二 .二.二_二.二.二.‐

生活

2:各班の反省をして下さい:(よ かつた点,悪かつた点を言うて下

と )

さい)

3.明 日の学議会で提示する問題点を決めて下さい。 以下略



5.具体的な tリ ーダ……指導:

リーダニ性|よ 、常{=実践をともなわないと身につかない。集団訓統とか

班長会,学年集会を通して、次のような指導を行なつている。

①ルールづ <り

[例 ](ア ) 反省一日標■対策      :
(イ ) 朝の学活の内容          :
(ウ ) 日番の仕事        |     ‐

(工 ) ひとリー役

(オ ) 個人一班―全体   1  ‐

②資料づくり

[例 ](ア ) ルァルを「00だより」としてまとめる

|       (ィ )  Fじ ぉりJ作成

.    (ウ ) 新聞づくり  1 ■

(工 ) 点検表作成  1
1(オ ) メモを必ず取つて連絡

③手順づくり

[例 ](ア ) 終わりの学活の進め方         |
|   ‐   (イ ) キャンプのレクレーションの進め方

|‐       .(ウ ) 体育会の学級旗制作の日程づくり

|    〈ェ)● 発表は自分の考えをまとめて簡潔に話す

④士気づくり    |    |
[例

・
](ア )1班 長会,各役員係会の実施 |

1     (イ ) 1学年集会などの司会:進行,発表
. (ウ ) ,週番活動 ,‐点検活動  1        1 ‐1

‐     | (ェ ) 行事は、実行委員会を設置  |
1生徒が動かないと前には進まない状況を作り出すことが肝要である◆その

ためには生徒によ:る 話し合いの機会を、できるだけ多く取らて自分たちで

やろうという、意欲を持たせたいるまた、取り組みを実施させるだけで終わる
のではな<、 必ずどこがよかったか、また.何が悪かったかの反省を理由づけ

させ、次の機会に生かすようにさせたい。話し合いの中で教師が言いたいこと

を生後の日から出させるように、ヒントとかントリックを工大したり、やる気

を育てるほめ言葉と目標意識の醸成に配慮する。さらに、努力に対する評価を

与える島:卜などがりニダーを育てる上で大切なポイントである.  |
ず



6B I:― ダー性を育成できてぃるかの評価をどうするか。
(1)リ ーダー性錮持テス トの作成

(2)テストの内容にういて

1各設間に本の4っの観点からの項目をつくっている◆      :
:リ

ニ
ィ丁ン'シ アが簿わってぃるタイプ     |  ■

・義務を一応果たすましめターイナ
:依諄心が強く人に任せることが多いタィブ
・自分勝手なタイプ
上のそれぞれの項目にもぃてt次あょうに評点fLし 、その合計点そ:

りすダTシ ップがどの程度備わったかを客観的に判断ができないか

と試行してみたt  ‐

・リーダニ性  (5点 ) 。ましめさ (3点 )    |
| ・依頼心   (1点 ) ・利己的  (o点 )

(‐3)設間では1ョ職潮職襲羞著難菫盤職:革磁:難難

璽露11還霞翼E:碁i言1「落二倉憂壼1'1璽壼i「琴llT〒琴
人蔵尊重の心をもっ:女望がある,墨いゃりの心をもつ,責任感 ,

戸 筆する心をもっ,説得力,な正さ,自治能力,主体性を持つ :

謙虚さ,指導性,義務遂行能力:協同する姿勢 .

[例 ]一 大きな心を育てるために,     姫路市立東光中学校2学年
(男 ,女 )__織_二番 氏名

1 学級でスタンサを決めるとき、あなたはどうしますか。      |
①できるだけ役を受:すなし).    Q誰かが決めてくれるだろう。

9みんすが参力
1で

きるように考えるょo自分1決ゅるのに二応参加|る :

2 学撃で座席を決めるのにどうしますか:

①くしな出席順がょい:      こ)T人あ麦だtでもしヽ■碁恵ぃを
‐                しないように考える。

9本|が決めたらよい,      oす きなもあ費壬がょ:、 。 |



/了夕、子

7.リ ーダーrFI:把
持テストの結果

把持テス トの結果と最近あ実カテス トの結果との相関で考ぇてtリ ーダー性
を判断した。        |

個人の評価    |
・リーダーシップが備わってぃるタイプ
・義務を一応果たすましめタイプ
。依頼心が強く人に任せることが多いタィプ
:自分勝手なタイプ

集団の評価

得点

50以上

50以上

28以下

28以下

SS(実力 )

58以上

58未満

41未満

41以上

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

・Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

10
58
127

55
61
28
72

62
24

46
48
45
56
27
38
67
62
33

○

○

01

学級雰囲気(最高) 学級雰囲気(最低)

番号 氏名 得点 SS リーダー ましめ 依頼心 自分勝手

一
・

一一
「

・
　

★
　
　
　
・　
★

一

平均 一般生

37.2

班 長 実行委

男子 43.3 45.2 41.7 31:1

女子 40.8 41,1 43.4 44.8 32:4

全体 38.9 42.2 144.2 143.1 31. 7



一大きな心を育てるために一 簸麟市立窯光中学絞鼠奪鐘

(男 ,齢  _6_級 __番  氏名
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自 主 性 :と 思 い や り の 心 を 育 て る た め に

一―一 国臓理解を深めるグローバルタイムの実践から 一一一

佐方 利明  (春日井市立南城中学校)

最近の教育改革の中で、「国際理解を深め、わが国の文化と伝統を重視する

態度を育成する.Jという基本構想が打ち出され、着々と実践と研究がなされ

ている。本技においても国際理解教育をいかに具現化し、指導するかが大きな

課題となつた.    :
昭和620田年度の2年間にわたつて.本校は愛知県教育委員会・春日井市教

育委員会より「国際理解教育』研究推進校としての委託を受けた。国際性豊か

な生徒の育成をめざしての取り組みがどのように行われ、現在に至つているか

ここに紹介をしたい.

I 本校の概要

本校は,人口露万人の春日井市のほぼ中央部に校区をおいている。校区内
‐を目道19号鍾́1轟号を凛‐薇義書選がはもつているが,日爆なども多く。自然環境

には恵まれているほうである。重要文化財「密造院」などいくつかの文化遺

産もあり日本の文化と伝続を大切にする心が育つための良き環境下にあると

いえる.

地域住民の学校に対する信頼も厚く、生徒も明るく素直である。しかし、

国熙化の時代が追るにあたつて必要な自主性に欠け、相手に対する気持ちの

表現の仕方を十分には知らない.

I 研究の概要

1 主題設定の理由

(1)わが国は,あ らゆる分野で世界との結び付きを強くしてきている.こ

うした国際社会の進展を考えるとき、生徒にl■全人類的・地球的な視野に

たつたものの見方のできる人間に育つてほしいと考える。

しかし.本校生徒の外国人に対する消極的な接し方をみてもわかるよう

に、コミユニケ‐シツの能力の不足などいくつかの課題を発見することができる。

そこで、本校は内向きであつた教育活動を国際的視野にたつて実践しつつ、

国際性豊かな生徒の育成をめざすことが国際理解教育につながると考えた。



(2)こ うした本校の研究の基本的な方向を受けて、本主題を設定し、実践

の場を学級会活動を中心とした特rtII活動に焦点を当ててみた.学級会活

動などは、生徒の身近な問題を通して生き生きとした形で主題に追れる

ものと考えたからである。またその中で国総理解教育に関する時間を特

に「グローパルタイムJと して位置づけた.

2 研究の内容

(1)国際理解教育についての考え方

ア 人間尊重の心の育成

イ 自国や他国の文化を理解し、尊重する心の育成

ウ 平和を愛する心の育成

(2)本校のめざす国際性豊かな生徒

ア 友と伸良くできる生徒……自他の尊重

イ 自ら進んで学ぶことのできる生徒……自学カ

ウ 自分の言葉でしつかりと発言できる生徒……自己表現力

(3)研究組織

薇科・道籠議会

特活交流議会

目猥理解委員会

生徒会

英語部会

小集田部会

資料議会

(4)研究の進め方

ア 教科部会、学年部会等相互の連携を図りながら、共通理解を持つて

進める。

イ 学校裁量時間や短学活を活用し、ゆとりある充実した活鱗を促進す

る.

(5)研究実践の柱

ア 「興味・関心をひきおこす』ための実践

現
職
教
育
全
体
会

研
究
推
進
委
員
会



・国際資料室・展示室、教室の国漂理解u‐ナ"、 外人講師の講話など

イ 「教育課程の中に位置づけるJための実農

・ 各教科・道徳・特活の領域と国際理解教育との関わりの明織化など

ウ 『毎日の授業の中で国際人としての資質を高めるJための実践

・ 自園や他国の文化を尊重するための授業実践など

工  「人間尊重の精神を養う」ための実践

・小集目の活用ゝ生徒会による助け合い還勤への協力など

オ ダローパルタイムの実践

・轟際理解に関する体験的な活動を重視する実践など

力 小集団活動の実錢

・好ましい人間関係づくりの班活動など

(5)グローパルタイムについて

ア ねらい

。教科・道憾指導や全崚指な特別活動の取り組みを補う.

・小集目活動を中心にして、人間理解お人間尊重の育成をめざす。

・発表や調査活動等を通して:白主性や創遺性、自己表現力を養う。

・ 身近なもの、あつかいやすものを課題として取り入れる。

イ 基本的な考え方

(ア)時 間

原則として、学銀の時間の中から1カ月に2時間と、本曜日の朝

・帰りのST(15分間ずつ)と をあてる。

(平成2年度からは、授業後40分間の学級会活動等の時間の確保

がなされた。)

(イ)内 理撃 ,

幸全校(学年)単位で短期的に行われる活動

・学級単位で一つのテーマを長期的、計画的に調査する活動

3 ダ壼―バルタイムの具体的実践

二 (1)研究の仮設

ア 生徒の実態

・友達を思う気持ちは強いが.厳しさという点においては欠けている。

・撤課時のような元気さが学級会ではみられない.

「



・学級会は学級の議問題について考えるものだと感じているものが少
な い 。

・ 「外国』に関する知識が通しく断片的である。

・ 自分達の今ある生活・文化のすばらしさを実轟している者は少ない。
・ クラスのみんなが伸良くしたいと考えているが、男女の不伸、同じ

荘になりたくない者がいるなどの若干の問題点がある.

・部活や生徒会活動を自己中心的に考えて行つている者がいる。
イ 研究目標

生徒の身近な問題を自主的な学議会活動において的確にとらえるこ

とによつて、生徒同士の心のぶつかり合いが生じ、その中で纏手に対
する思いやり、自分を主張する気持ちを高め磨き合うことができるの

ではないか。また、同時に「外国Jについて学習することにより,日本
人だから外国人だからというのではなく、そこには、「ひとJというも
のが共通のものとしてあるんだなということを感じ取らせたい.

ウ 研究の仮説

① 学級会活動の時間を確保し、小集団による話し合いを行うことに
よつて、お互いを理解し合うようになり、また自分の考えをはつき

りさせることができるようになる。

② 学級会活動での成果を他の教育活動にも生かすことによって、生

徒の心の成長をみることができる.

③ 「外国Jを学習していくなかで、自国の特もについて考えることが

できる.

(2)研究内容

ア 学毅会活動の年間計画の作成

0時間の確保

〔平成元年度〕・道徳t裁量、学級の時間の3つを駆―テ"シヨンでまわす.

0毎週金曜日のST後45分聞を「学級優先日Jとする。
〔平成2年度〕・ ST後40分間を「学級優先時間Jとする.

0ダコーバルタイムの年間計画

〔ねらい〕 ・教育課程『学級の時間単元構成Jを利用して、日常活

動のなかから国際理解教育の実践をしていく.

・小集団活動を通して人間的なふれ合いを高めていく。
●年間計画表 (別紙 )



イ 組織づくり

0国藤理解委員(1名 )

・ 国際理解委員会の仕事と学級のとりまとめ役

0学級国際理解委員(若干名)

・ 学級独自のダE―ボルタイムを中心≧した活勤についての仕事をする.

0班編成

・ 男女潟合,4人編成を原則

・班編成は教師が意目的に行い、生徒の変客には常に注意する。

・荘長は、経の議し合いで決静させる。

V      ウ 活動しやすい学級にするた静に

O自主的かつ責任ある行動のとれる雰囲気づく響

・校則改正、生徒会活動など

0話し合いの障害となる人間関係の緩和

(爵IJ嘉氏1)

工 実りあるグコーバルタイムにするために

O講し合いの形態と留意事項
er一人Jで考える時間を確保

・ お互いの性格や個性をつかんで自然な形で

・ 参加度を高める討論の内容

●話し方の指導

・ 自分の発言に責任をもたせる。

・個人にあつた話し方を認め合う。

●闘き方の指導

・聞き落としはしない.

｀
・相手の意見から必ずいいところを見つけ出す。

●行事等の反省を様々な形で行わせる。

オ ダトボ])夕私の計画・準備と活動肉客:こ ついて

平成2年 4月～7月の実践釧「Welco騰 to Dell理 を通して説明を

する.



<事前の準備>

1。 生徒の実態・考え方をつかむ。

・ 留学生と話してみたいが、話せないだろうという生縫が多い.

・ 自由な雰囲気の中で育つているから、日本の学校生活がやつてい

けるだろうか。

・せつかくだから、カナダの事についていろいると知りたい。

・ 日本のこともいろいろと教えてあげたい。 など

2.月別計画表の作成 (略)

3.各行事毎の計画表・議案書の作成

(爵Ij彙氏2)

4。 留学生が学校生活をスムーズに送るために必要なものの準備

(3響謝氏3)

く実際の活動>

1.「月別計画表J「各行事の計画表』に従つて活動をする.

2.担任が日記等を通して留学生と生徒の架け橋役となる.と同時に

常に生徒の活動を留学生を通して評価をする。

(351紙+)
3. 給食ゝ放課等を通して留学生と遊んだり、話したりするように努

めさせる。

4。 生徒自身にも絶えず反省と自己評価をさせる.

(男IJ薦氏5)

<実践の評価・検証>

仮設①…0生徒総会をはじめとする生徒会活動や学級での係活動での

積極的な意見発表と自主的な活動がみられるようになつた.

仮設0…0ト イレ掃除をはじめとする与えられた仕事に対する意数の

向上

0修学旅行等における時間厳守などの基本的ルールの選守

OEX.自 己中心的な考え方から脱した生徒、自分の欠点を認

め自己変革を目指す生徒など生徒一人ひとりの変容

仮設③…0留学生と接することにより生の体験を通してもカナダの事

を知り、そして自分達の生活。ものの考え方等について考える



ことができた.

I まとめと今後の課題

0 グローバルタイムの活動で、主体的に問題を見つけ、調査研究をし.発

表する力を育ててきたが、2年生まではどうしても教師主導型になりがち

であつた。しかし、3年生ともなると生徒自らが考えて行動するようにな

り、内容的には希薄になつてしまうが主体的かつ充実したダローバルタイ

ムができあがる。これからの国際化にあたつて日本人は、自己主張ができ

ることは不可欠であり,ダローバルタイムは有効な手段であるので地道に

研究していきたい。

● ダ巨パールタイムをはじめとする教育全般に、国際化を含めてこれから

の社会というものを意識して指導していく過程において、いままで表画化

することのなかつた生徒の自主性が大きく成長してきたように思う。

● 特に今回の留学生の存在は大きく、人は「こころ』でつながりあつてお

り、そこから様々なルールや社会が作られているんだということを肌で感

じ取ることができた。 tン1蘊rC)
● 教師も常にダローバルな気持ちを持ち、時には目先だけの成果にとらわ

れることなく生徒の成長を待つ我慢強さも必要であることを感じた.
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理襲

畿鍵を持って考えゝ生轟韓生かす機業づくり

圃奮重舞墓::=g:誓明かした
:島L[:箕言彗tEFこ繁菅奪筆誓菫て,さ らに理警学響舞たいする興味■

業通理におれて、自分自身で課題を見つけt追求し、事物・.事業の鋼題性を

見いだすには、国難な爾がみられるのが現状である.当然のことながらそれ

らの認舞鋳露爾を支えるためにL程 々な既習事項や生活体験におけるいく

つかの情種籟集が必要になつてくる.その手だてと成 りうるものが伸間であ

る二共に見つけ,共に探 り。共に見い出した時、自分自身の自然を見抜く力

が養われ 充実感へとつながつていく。このことが理科における喜ずでわる

と1考 える.

匿I理科で とらえた学び合いの弱さと喜 う学び合いの姿

(1)学び合いの藩さ

・自然に対す る舞義棗心はあるのだがこ露片崎知識を求めるにとどまり、

襲鍵 を持 つて選求する姿勢は褒い。

・結論を早く知 りたがり、追求の過程を大事にする姿勢に欠ける。

・養け身の授業という様子で,与えられた定型的な課題はよくや尋が、準

求鋳課題では議が進まない◆

・人の話を爾くなかで、自分の意見 と照 らし合わせながら練り合わせる力

が弱い◆

(2)願 う学び合いの姿
。自然の事象を鋳確にとらえ、「なぜそうなるのか Jと いうことを、警実

から、 自分なりに根業を持つて考え、予想をたてることができるご

。考え、予想を出し合い、伸日の中で相互に検討し、 自分の考えをより漂

めることができる.

・実験や観察をみんなで分担し、一人一人が役割を持ち、相互に協力して、

五しくゃ り逮げることができる

建 じ合ぃの過程を大切にすること
い
ができ。結論だけでなく、実験や観察、 i

る.



彫 」/

回 鑽う学び合いの姿に通るために
‐(1)展望と目暮のある字習

F単元の打めに、 この単元で「 簿を、 どの様にJ学習す るのかを、生徒健

も明らかにし、学習の最望と目標を持たせるようにする。
(数師→撃元構想国の作成と検討 )

(2)課題 と学習方法の明種化
・事象提示の工夫、予課の工夫などで二課題を生徒自身が明確につかめる
‐ようにする。

・課題の設定 と同時に、生徒議身が「何を考え、何を深めるのか Jを より
具体化 して、話 し合い活動を充実させる.

ぅ
。身近を素材を用いた、実験・観察の工夫をする。         こ

(3)生徒の活動の活覺化
・授業の中で、

・
より多くの生徒の活動を取 り入れ、特に共通に行 う実験・

観察 (内容の工夫 も含め )か ら、考えを練 り、懸 し合いのできるような
場と時闘を保護するように配慮する.

・小集日の活薦 と、場に応 したバズ学習の設定をする.

理科教耳経営業

一 理署覆翼テー マ

根鍵を持りて考え生活に生がす授業づ<り

襲濤等ぴ合いの妻

轟然の事象・事実から、経襲を持つて
孝え。子彗 をたてることができる_

自分の考えを伸目の申で横肘 L、 藩め
ることができる。
菫襲・菫察 を一人一人が鍵欝警持ち_

機
=に

菫力 してゃ り違げることができ
る。

菫難 `撻栞・
=し

合いの過程を大機に
で書る.

寧び合い勢著さ

,飾諄織等磯轟律盤
・機饉と等壼育譲鋳

甕覆臨
・菫鑓涯鱗硲藩発化

・ 自然に対する翼珠はあるが機轟を持
つて二求する姜勢住憂し、

・二求の
==を

大事
=す

る姿勢に欠け
る。

・与えられた
==ほ

良くやるがら受綸
身のEで ある.

。人の彗を目けなし、

1,齢彗費響●翼彙魯
Ъ塾養へ事習菫事と

=菫
を持

・亀せる工麦
・撃元彗裁目●俸裁と趣鸞

鰹選と学警方機の明覆鷺
`轟鍵ポ轟遜警つか警ため
の工夫

・雷じ合い戦量の定案のェ
夫

・翼職 。観察のェ典

3.生鍵護麟の涯発億
・生養の藩露内容の二夫
・透曲時闘と毒尋籠鐘≧寛翼
・小銀爾め藩麟と、場紀応した

バズ零雷の議鷹
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7つのパズ

各教科におしヽてバズのとらえを明らか銀する懸、次働「7つのパズ』を行動

嶽標として設定し、それ猛もとづいて各教科翁特賞ほ覆もしながら変数時てい

くことにした。実際の実験警は、「授業渡、生徒が学冒するJと いう立場銀立

ち、生徒の自己活動、自己教育を鍵すよう、一人轟入を生かし育て轟も翁とな

るバズを生み出そうと、研究、実験を操攀返してむヽる。

教え合う  ………・ 糠手のわからないことを教える.わ語らな書ゝ薫が進

慮なくたずねることができる.

~    
見つけ合う 一一一 課題にもとずいて問題を見つける.お互いほ櫨うこ

とができる.

確かめ合う Tず―・ 箇々の学奮轟鍵を確か轟たり、聞鐘、リーク等翁答

え合わせをしたりず饉̀ .

深め合う  
―

議題壼つしヽて各自磯考えを交糠することほよ攀澱め

4等

繊習し合う 
―

覚えることヽ額れ馨こと等、纏習を必要とする学習

について、お互いに難議しながら糠習する.

作務合う  ………・ 技術、家庭、あるいはその他の教科で、制作t蓑寵

を必要とする場百て、協力して活動したり、動言で灘

轟二

発表し合う 
―

― 自分0考えをまとめたものや感想、あるもヽ議織雪の

成果等を伸間に聞いてもらい、繁言を受けるe
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「
閣議務 鍾おけ 機バズ学饗

バズの議饉 ノ電 :ズ  の ね  ら し`
|  

ノ電1ズの方法

轟理 瞥
彗義画を分盤 し、饉議糠

彗を海犠暴 ≪菫し`ほ駒

書じ合う)

・暗唱 く宙文t糠文、詩

燿歌.俳旬など》曇壌

業を轟巨に纏か襲 せ

纂

・饉載辞典.懸語辞典に

犠れるために、堪互に

轟轟 し1きった轟句を馨:

かせる

・濃宇勢糠彗威幾を轟互

に鮮機 轟鸞轟

・督畿 《理識 )隷習の成

暴懇轟菫温盪 させる

再訂薄轟 ず轟ダ

墾≡憂墾
…薮

嚢墓⊇嚢
蛙番濃

藝萎嚢懃嚢菫渡

購゙鐘磯仕方韓ついて亜

い翼長所や欠慮を機機

じ合う.

"正難轟をチ轟ックし.

あとで燿亜に整機 亀′奎

等. =
筆鍵示さinた轟穐縁少 し

で毬はやく弓:≪ で爾内

薩難奇警)

薫はやく馨lけ≧轟記評爾

してFい く

輸正感記震字が警けて ちヽ

るかどうか轟かめ含う

《正解数を評畿 してし`

《》

・邊壼な理さで旬読点に

気を付 3ま ながら警離す

る

・不足 してい儀点を機力

し。て纏う
。藤べ方の方法やこつ轟

ついて教え含う

・書難義轟にお くされた

心構 警丁事に議拳験 機

・糠握 警もって白分翁考

え警主張する

糠彗 し合う

催かめ合 う

発表 し会"う

Liぷ…r"』
リーダ

ー濃

―濃

。議ぺ学鸞 〔意味調べな

ど≫め寵審を難璽 しな

がら亜t亀 難不足分を補

お誉る

‐鸞宣覇画を考えさせる
。毅饉からの意図的な課

甕を解決さ崚る
。文章0組み立で難目を

自摯させる
:≡霊聾曇菫法

鐘 攀食 う

【実践爾】 単元名 く文学参薬 じみ》 教材『 ひと声遇

tバズの議鸞 ) 【彗がたまりかIinた 気持ちになった理由を考えて轟よう
fバズの中でねらいたい学び合いの姿〕 この爆合の理由は 1つや 2つでもまなく。しヽくつ

{方法 )

も考 えられ る.グループで議 し合 うこと:二 よ って、多角的に理由を考え

ることり大督 さを学び合 う.

リーダー法

う轟
中

ち言
一教



涎秘.メ

社会科:こおけるパズ学習

寅議例 〔広げ深め轟うパズ》

擁 1.蝿 ξ溺隋 方}

関東地方‡こ人額が集中れている理畿

・広い闘東平野 東京湾
→京浜・京菫工業地警

・太平洋澤式気候
―――多面的な理由を出しあい、

例 2.公民 (独立 した地位をもつ裁判所 )

・麟 府 筆明治政府
↓

東京鍛発展
総合的 :こ まとめていく.

義 巨 亜 亜 鰺 獲 獲 亜 亜 亜 亜 壼 壼 遜
e仕驚 い        ― ・紗 しぃ

家にいなかったと自由     アリバイを完全に覚えるなんで少ない
98.5%難率で被審者の血液   残り 1,5%の確率がある

などなど
T―T対立したら、各々が機拠を出しあい、考え,を広め深鋤 っていく。

パズの機 バズの標 藝い バズの方法 警 竃 点

確拳め合う

ノヽ」で

予議、持ち物の確認や、
資料難磯婆習など
基本的事理を確認す昏。

:1_ギ _擁  領 "A辻

確認する内容により、
リーダー法、対メご去犠
使い分けてしく 。

広3f

深めあう
ノヽ」で

課題追究鍛毅階で轟題に
対する饉人鰺考えを
交流することここより、
一人一人の見方・考え方を
広げ深める。 輸番法 祟曲会議法

最祷勢各人の発表毅階で鐘
等≒彗リーダーが可会で
輪番渡で進めるが、
考え鋳ズン・種達が鐘参議
警したら、鐘曲会議裁:こ移
行 してしく 。

糠習し合う

バズ

ベア、またはりTダ T3を

中心として聞題を
畿しながら、
知識 ,理解を健進す儀。

対人法  テス ト法

知識 。理解の竜容ここよ争、
対人法、テス 夢法を
使い分けていく。

課題



バズ織難難 バズのならい F電 ズ鋤方濃 難議虚

餞静謗金う

《穣舞バズ)

予轟・持ち機の穣露t轟習事項・ 観警鋳醸題

参等え合わせや鐵かめをし、露轟へ峨共通な

足場をつ くる。

リーダー濃 対人議

圏 圃
畿響事理のうち、本

鋳難鹸がか轟場のを

特飽鐘憑さ鷲発鬱

見つけ合う

《発見バズ》

予露の白密につもヽても疑爾な点を交流し、舞

選をつ くる。

リーダー漁 農臨会議法

圏 圏
鋳饉をか 1∫ 過ぎない

よう盤する。

濠め合う

(探求バズ }

票通に対 して、躍人で考えたことを交流し念

もヽ、考えな修正 したり、濠めたりする.

輸番濃   自由会議途

剛 剛
自分の奪えを、全晨

発表する響

練習じ含う

(糠習バズ〕

リーダーを中心に、聞題を出 しながら学警内

審働知轟 。理解を健進する。

対入濃   テス ト濃

国 躍
ペア織習も取 り入れ

るようにする。

義え合う

{構強バズ )

わからない点を出 し合い、教え合うことによ

つて理解する.終末の自己葬薔菫題で,不明

な点を教え合う。

リーダー法

田
菫鐘会議漉 『わからなしヽJと 言

えるグループの人爾

薦轟をつ くりたもヽ。

数学科梶おけ碁パズ学警

実践例

2年生  「 2角が等 しい三角形は、′二等辺三角J形 であることJの証 llJl

バズ鍮轟饉 (1) 義ぶl書の証明がで きるよう‡こ

なつたがほ鑢する。かか 軽なじゝÅ

が難ヽた毎、教え合 う。

弥

《JA縁二等分彗をおいて )

|リ
ーダー濃から自由会議法へうつる。

01ズの内電 グループ傘量ができるようになつた

のか鐵認する轟できない人がいたら、

議:撃I磯進め方を:::心 に教える。

パズ勢課題 (2) 「他の方法で証 llJIで きないだろうか』考えた後に、

自分の考えを交流 し、証 llJIで きるか どうか探求する。

輸番法か ら自轟会議法へ うつる。

(ア 》点Aか ら、BCに 垂線をおろす。

(イ )点Aか ら、BCへ 二等分線をひ く。

(ウ )与えられた図のみで考える。 (△ ABCと △ACB勢 合躍を考

える。 )の 3つの考えを lllじ 合い証諄J「flftか どうか探求する。



理科におけるパズ学習

○理科郎 :こ おける教科内パズのと

藝鑢   {濃轟おヽ曇パズ》・

,本時砕鐵篠:駿亀撻糧農簾と撫曇ォ機こと鯰ょり、

◇畿菫臨お書iる′電真奪醗置づけとなら鶴l

事ヽ畿纏瀑

・饉饉退求
欝で考えさせ、通壌静 くり、竃ごとにバズに入る

。
麟 罐 夫 α 理 寵 潟 議       l

・捜議麓験
を使つて曜繁酸者≪〕にする機理をつくる.

機運甕受Eンご苺十 轄〈軍ひと◎

肪 、″

み え

磯轟潟 懸b・・感られ、鐘に安る事象を運して週元のしくみを理欝させる.

一
　

一

バ ズ 吟 種 類 パ ズ の ね ら い
畿方蒔ズ

菫鸞警

穏 め 合 う

{露 麓 追 求 パ ズ )

繊 奮 じ 金 ぅ

ズ曹穂

警雪警晋醸鑓盪彗桑醸貪曇
麗警菫暑贔墨彗え31/mぬりす壌多

≪鶴讐濃≫ く轟議会糠渡≫ 幾機鍮畿贈8よ響爾リー
ダーの電壺等機番波で鷺

箇ÅだしF會轟轟埃憑咤
移行 れてぃく毎

・嬢鐵を動黒鋳難鷲豊るた
め盤、最嚢じ奮ぃゃ畿え合

す菫Flrbヽ

警酸理解 を鰹遣

く対人洩> くテスト法>

くリーダー濃><寵 白金彗法>

宰爾 リーダー峨爾金ゃ
難添鐘驚って、 豊鸞 1ゃ
ベア学奮で行って等ヽく。

ぅ露露艤鰻露暑ふ曹F霧

{蔓 難 サ畿甕 バ ズ 渉

，ヽ
９ヽ

嵐羹
嵐
鏡

け
轟

つ
か

見
難

こ歴鰹 3難なF萱亀露菫t
なりして、奪憲墨闘鐘っを
亀
・轟翼などを分握する.

実験導鐘や片賛 :す 3ょ、

鼻墨f喜簿彗∫轟轟撃轟
察の中で餞自由桑轟猿で

曇菫ピ森言ま
で予想とめ

宇雷リーダーの爾会で
結果から考察とまとめき
行う.そ奪中で理解じ鍵
くい部分を出させ、菫で
象を合ってぃく。

竃 か 轟 奮 ぅ

(奪窯 。まとめバズ》 を
≪げ―ガ…濃≫

IG轟轟轟示義
″
滋め合うバえ を鐘菫づけたねらい :‐‐‐‐______‐ 無________‐ ‐●●‐‐‐_____________‐ ‐___‐ ‐_ぃ 0_」

繁

|・
本時に創 するノヾズの鶏墨 :

饉鑢襲bttF蒻賛をI驚客f電島出冒L3懸つ
ことができた。



難  穣 犠 幾 お   多  ン` 講饉 撃 参  薫、

イ   ア 畿 罐 慇 臨 多蛉
難・麟 斧

7′

撃
亀
０

一

嵐
轟
Ｏ

Ｏ
轟
鵜

一一
０
色

ぱ丁驚議母薦

ネ真覇Φr拭

f4亀鮒L轟奪
,塾各》

轟

機寵

審駿颯諄ム鑑
,輝鶴罐響ず骨奮覇開機虜幸.

サ露継4撃攀経 繹 晦 崚

摯J齢難憔員経鋳 奪祓

手確霧免能輔曙

多港静色奪件響領ろ.

ふ露轟鶴 F蒙

《ぎ～ξ畿鳥聾都亀
象 耀 鶴 爆 %。

1

鬱
警 季  捧

言楷写
1‐f_

轟民ぽ盗竜.

彎゙ル 奮懲 .

多ザ●jシト    多.

′よ象鐘(参βゼ

P饉
貯

》
象び曇 卜色多レ機

=:liJ11)〆
1:L鹸 .

轟澤駿靖ゞ・鑽

Ｏ

鬱

暴

参
　
轟
轟

０

　

　

一讐

警

０

参

夕・
卜時〕理暉熱

撤 曜
:感舞慎麟 酵̈騨蝙 き、 …聰雪鬱診曜〕癬F暴 難整.機藩

夢《雛移挙機, 屹冒発
鼻罐爵撃・

督楽科翼おけるパズ

領域 ?・・ 歌唱、攀楽 (リ コーダー)、 鐘賞参 轟つ

≪菫緑癬≫ フ レーズを生か した表現  (教材 :あ の畿を思 しヽ轟そ う》

第 2時間遷、「 詩鰺穐容、曲

の鑢 り上が りを考えた表現を

させる。ゴ

嗜 小集圏 (菫 》バズ

各グループに分かれ、音の

地滅 (●～0)、 音の強蒻 {

参～0)な どを工夫 し、発表

し合 う。絆間の湊薬を鑢 き、

この曲に一番速 した表現を考

える。



助 ,P

バズの議銀

菫黙婚懇鋼口lザ懸ず鼈攀劉ヅ

バ ズ タの ね ら い

毎鮨 書を競響れ、磯豫1め轟.

、鋼俸の異麟 ヵ

簸など、議礎‐轟華縫鐘島島事難を

難 轟.

‐菫多卜の考えを機季鯉畿え轟。

儀轟から鷲3湾ィメージ.轟融鐘鶴

手年無え、から畿せるととで懸多》の

もの 《灘鐵慧》とな機簿

パ ズ 鍮 弁 ■i‐ 奮 議 点

く轟>
・ :ど瀑 罐議

麟 求観

鶴て藁便れ :

テスト濃

《学雷Lの言:会 )

総雛

・
1曇撻翼爾露[・ 基本に憾わ轟員輔 間を

しながら.守らな奪サ鷲頭ごならないこ

と、やらな:髄鍮 らないことを、

全量がつ島嶋纂よう鐘す轟。

・盤:i許斃気持ちを馨難し金懇ゝ、二菫準 轟

難もヽ、≧与ゝうことをしゃかりともえ

させでおく必響島ξ轟る。

3つ なじ亀り、バ時鮭じ亀等す轟こと

鐘畿籍義詰暴オ亀をしヽ.

:A魔 メ夢

震書手神輔鐵睡を

融 機てЪ聴≪

<翼協 >
1年 自爆騰、人菫物を基にした構成

0強閣的な押きた《確か峰金ぅ)

(学L司会)

‐繭時、理作した藷轟 《習弊露)を見なから

☆移本聡痙懸で自し磯H顎麗)を区黎導 (分機する》と、どうなりまし亀か。
☆ポスターカラ        を3っ言ってください.

それをきちんと守って塗ることができましたか。

↓

「今日の技離麟獲難騒

`確かめ合う

(憂しコE,調瞳爆導》

3蚕麟[し合う

≪J睡督諮》



披籍・ 家庭科 護慇けるパ ズ

メ ズ の 機 鎮 バ ズ の お ら け ′≪ ズ 鶴 粛 畿 警 懲 麗

濾
題

・
職
還
邊
求

●籐題豊みつける

0露饉 電轟轟》参進求ユび解畿

ン  羅 ]鍮
嚢 甕 轟
・
錢畿書貯議減・墓臨 軸

・興律機を通毎て,畿をな方濃毅鐘す.

メートに動分の霧え象欝か罐、露機諄
攣織饉警墨.

難し脅い翁鶴鳶亀罐確雑襲摯

鐘轟奪織観筵亀鸞ない姜

費
緩

・
鷲
察

O察議・曇療め雌率籠議び多懇な見方・考え方簸
襲覆せ轟

〕

鑢 量F輔
醸の難 refにょ讐.燃

'蓼 詢 醐
甲
~難 ・考え方機 じ

≡
薦爵愛鰐騰 ゲーダ■爵

分機。彼璽量鐘
っき讐童鸞、穫

鰺撃鰺馨
霧難

=議
機儀.

ぐの幸で気づもヽ
た蓬と驚爽痣ち
合もヽ、銀鍮電肇ヽ
く.

と奮農参議で警轟車韻撻c鶯担 鐘爾畿
はっ鬱球竜鸞轟.

菫
誓

”
棒
藤

罐警麟薔欝・轟わ懸農難齢磐

・
轟罐籍彗鶴聾諄讐薦し。薔

・議雪鰹量轟 爾 疑また― な
藝 菫 轟
唐ス爵   言繊重葺霧  デーダ■騰

多ペア叉持惑で唾轟された基礎.基本な糠饉
え、三しく修業ゴ違毒ら静 るか転饉璽

邊羹彗贅繋魏鉱ベァ、蟻磯
きながら、宅な 難え合きヽながら餞童して
作基する。

,警灘なかかわる撻彗.基本竜鏑轟錢し
ておく。

・
鰈響羅菫鑓鍵亦な電

酵
擁

，
慮
換

中

燿 轟 移 翁 う
0攀警滝甕する籐優t惑続

0片僣諸験懸患じ,壼量懇雛麓鷺震畿繁警壼

'      
彎
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・ 誇鷲け影海っ酢りで書た浄董論す尋彗

甕 轟 菫
颯 ァ、鉦 鑓 %二 飩 みに
つしヽ電.露雲与ゝ縫簿轟 量盛毎畿しヽ■脅亀す
機.

・ 薄付け、警議がしっか等で彗たか議捜する

=覆答毎幸寿義、次弯像舞鍾豊鐘争奪雫
亀せる。

理奪F還撃講難楊囀'か
と

家庭忙轟滋慇鍍饉実嬢哩<被鰹轟 休養最 《パジャマ》鍮製作 3年生女子>

バ ズ勢機 亀しヽ
  疲 菫轟豆 モ量 Fわ

しい奪 地 竜難 る ととも にっ 自分働奪の選

<バズ 1か ら>

砥バ ズ 2か ら> 多種類の極の布 を躍意 し、 自分鍵パ ジヤマのイメージを自由
に墓選せ た。膏i闘 の覇 を聞 くことで、 自

｀
分の考え鶴より確かに重選せた。膏爾扇著Xを 聞くことで、自分の考え鶴より確か

なもの にな り、製作への意織 を示 してしヽ な。
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難 式 ズ 鍮 穣 霧 Fg髯 奪 轟 亀 ぃ ≧ 幾 蓼 樵方ズ
農黛鬱

『 難多轟警 警ま
::|:li:::曇番を書暑:|:馨季曇蓮ゃ
辞藝 苺競o時録籠歩与要菫摯麹畿警↑場。 §:§:3iξ:][N§炉暑ξ:ξξ富§ξ]量

中鐘麗

=・
“・ヽ ‐彎翁の畿方、リー ド傘畿方

グルーア議轟
鮮Φ‐‐‐・資雪ザく戦盤農暴盤鍵腫菫

ぬ舞つけ奮
議●・―・…彗ま撃鍮雛鐵苺畿方、意機

の畿曹
●F〔 ズタ轟鍋鱗勢難豊亀

r韓曹極量う j

電鶴審ながら》

掌 ::鐘

薫 :《鰹

了]言子理轟轟撃霊轟

暑馨[:ξ「璽馨曇番ξ曇警:i聴『=〒
套違

菫馨露爵重ξ量霞暑3「轟轟轟奪ぎ奪竃懸窯撃

::F量
琴雷ふ二::t〔三二1きこ奪

=キ

富ぢ?
麗をかいて菫現しぁったりする.

馨i撃量露警露i蓋 :「
な通墨f=奮讐8麗ね壼案

拿奪菫麗
饉 癬機競韓菫 懸撥鑽づくり

e礫撻金曜欝鍵薄ちltら な色1

.鯉藁彗轟魔警̀番
妻盤 封譲 書濃:

Iだ妻鷹轟轟麟鷲穿
梅導〔L構醸静`

金 〔静曖覆 :

・雷冒壼亀簿警喜倉:をして。纂漁の象
.次摯議二F琴れ轟鸞デ

震懸 と爾題点

『 警縁含 う』 鑽魃馨飩意Я⑮F城
奮ξ雷通鏃 鐵や観A菫難機つ翼ξ『言貨量貰こ墨》≦F轟属督

●
言す=人

一発雪がで書暮ょう韓崎驚す

ざ苺藝豪金 幸』
鷲ふ 争藤亀機 :

:番ド罠ヅ慟辣|ま曇八暑鐘〔[ :菫墨』季を1ふ
畿::〕「

°1■・攀
'撃

爾事,・冒言言:∴警ξ露轟彦ぞξ意:絆錢
義

車静露霧で時 慧すも ょ鬱務懸属 ズめ携織、.メ ズゞ藩慮 む≧らな くて 魯.菫費 衛らが理ゃサーム露

醤笑畿覇鷺

(撃甦名 》 バスケ ットボール (1年女子 )一―――二

(本時のねらしゝ》 『機手のポール :こ なったら、いそいでゴール下に戻 って
ゾーンデ ィフェンスを経んでシュー トを防ごう』

(バズの轟爾 )  『今回の課選紅対 して、繭半ゲームの難子 :こ ついてグル
ープで話 し合いなさい』

(パズの様子 ) L   「作機 《轟麺 》についてどぅで lィ たか J

班員A 「ポール :こ ついて しまう子がいたので、作戦ど
うりいきませんで した 』

班員B 「声をかけた時意ま、なんとか速く戻 つてゾーン
を経めたょ J

班員C 「そ して、プーンを組む時は、もっときちっと
組むといいょ J

L   「今度の後半のゲームでは、みんなが意識 して
言われなくても遠く戻 らできちっとゾ_ン を報
むぞ』



英語科与こおけるパズ学奮

実践策 (「鸞怒舗理も醸総う噸』銀 )

尊元:Sunshin翁 轟 [ Å Cattp Ott the ttigtt Praire ]

輔 いI 臨錫時襲翻アメ拶薦融 影い自盤霧なかで、菫をす轟La購一家繊機議を調み、轟参優要をとらえ継、そ

戯 を・まと短畿るよう耐島.

授業蘊おけ轟氏ズの鐘覆づ移1

^重 1翻頃面を轟 も、触駐無倒‖り聾腱つ聴嘘せ尋.

・轟距曖主義書について、攀患舞雹え菫せること仁
=域

薇瀬めな壼る。

・臨 峨 翻 躙 醐 職 麟 麟 まな轟させ尋.

The river懸   (軸)and (整糧 t).

L機露 (st琴轟 警itt hOtte患 ).

島 ther(機id t鶴 露i露 ).

職響 海彗 (幾at曇彎 shlould do)。

。まと   球う簿轟。

■朦置― 壼麟 ず―争搬サタ鋼巌鸞.

●織を難、整糠麟数抑わ言え襲鍾議灘ブ撻せみ。

覇麟法:線法 モダ肝鵞部アを撥 》

テスト法 ( 学警要―ダー線司会   )

五ズ鍛請踵1 1.翻籍をまと諭主主J音羮………… 時唱できる轟難毎よう。

:撫    二警`争
2.ど機くもい言え轟よう紅なったか難表もてみよう。

畿を議懸籍ふあら酵識辱.      3点
壼らんヂリントを参考撻してあら鏑浮言える。一…―……… 2点

また場た文を見なガみあら露J書主る。           1点

ギだ繊糧畿 ノ」ガぬル 場tヽ ∫ざス
Ⅲ
め方翼 饉 意 鑽、

壽麗 L金 う

緯禁五難llて熟貫警角 え拳∬悌攀磁

翻 糞導繰rヾ 9‐二ヵ サ承ス重醸 可番

裁綴彗藩itttt(亀静亀で1等J潜ぽ薔

理論と]曲罐こ奪1覇 輔 警
=肴

う

難膠騨翼謝罐ま鷺うよう舞霧1群
.

理人漁   号|チニ
″ 警

=』

博む

増
―

や・7υL― プ織番脚罐

裏撻タレ膨赫 よう.織 鍋 質

籍 巻奮TJ∫ 卜ゝ
=で

°
お■い轟

麟蟻垣倒菫轟な くゞ

確鐵 う

幾時爵湾暴撥繊奪 L・ 確お鋤う.

灘で槻轟■まし書ぴち`螺 瑠爾義

争鷺懸 か轟.轟葛鞠轟鑢 理奪う。

難t電理鷺尋亀菫つt重 辞fttt機
雛 輝もIザ織てお黄摯鐸■義蒙 う。

ラストi式     幅

彗彗摯事∴轟漁

ザ′L― プ内で鰐疑■きなが、長

魚It η ttt臓金億色■もち,鬱

銀虚警で難雷[てう。

響り倉う
鱈 奪なt嘘ミエ大し費讐.翻碑

鍾 しようこ苺曇内春と交えt。こま稚

盤銀L理こうに島め4よう動藤寸う。

豊鐘 議亀

麹韓亀■群

鷺■暮ら鑢 ヽ

鑢 樹 で爾縁 彗なll魚lT

っtl鷲簿.動 車場亀議崎:t

職色群 撃も.

嶼闘霊賭鐙寺

曲脅醸
=難

書鉾再:l発群轟:う

溶 ゃ鶏瞳響犠瞑 .対凛農1饉鰹饒

鸞 や攀 租 諄 ヱ 糠 闘 懇 請 l

祓 え韓 轟t議 ろ.

轟犠亀
TA寧警欝簸

議 譲ぽ建難

てもtく 。

響書轟菫藤爵義篭Lて ,デユー

7で議轟彗告うようこし.機
轟発義に築し■可諄亀雛競 よ
う:電 LF_tl. ・

裁え曇う
難 .ホ窯詢産犠11つ いてお

'等
奪

ttふ L臨 L。 轟Lも うここ
=オ

::.理纂尋

選鸞絣 丁》1ヽ マ・盤違 もヽ議嚇マう。

鬱歯罐l壌歳亀

錢 移 電ヽ疑
_

動き■:轟訥犠■

お鍔 むヽヽ轟 会島:t機
うJラ ,■■4.
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t:)警レ7・バ夫・を孝響懲茂雄脅てる機尋の計醸
聞 自己評価 す話 自己評価 |

行

動

(1)顔 を話し手の方に向けて聞け

る。

(2)相手の話に反応 (う なずき,首

かしげ,メ モなど)し ながら聞:ナ

る。

ABC
-

ABC

行

動

７

　

　

　

８

顔 を聞き手に向けて話せ る。

みんなに聞こえるように,は
っきりと力強 く話せ る。

ABC

ABC

気

持

ち

(3)相手の考えをわかろうと思っ

て聞ける。

(4)自分の考えと比較しながら聞

ける。

ABC

ABC

気

持

ち

(9}わ かってもらいたいという気

持ちで話せる。

l101 他の人の考えと比較しながら

話せる。

ABC

ABC

工
　
　
夫

{5}質問ができるように聞ける。

(6)賛成,反対,つけたし,な ど

の意見が言えるように聞ける.

ABC

ABC

工
　
　
夫

颯D 結論がわかるよう:こ話せる。

Ca 結論のつぎに理由づけなどを

して話せる。

ABC

ABC

先生より

轟くとき:ま いつもそうである.

ときどきそうである。

あまりそうしない。

話す ときは A・
B・

C・

いつもそうである。

ときどきそうである.

あまりそうしない。

A・

B・

C・

鋳 イ誓な職 L貯色り,イ

『

オ左脅4み 象拳暉葬緩 .

ぶ歓 欝1争繊彦 移il静う ι:あご=解駒瞑静警じで雀奪嗜した

No. 「学びとる意欲・態度Jと しての生徒像 ハ 多 O
授業繭,問題や疑間点をもって授業にのぞむことができる A  F  C

2 前時に学習 したことをおtFえ て授業にのぞむことができる A  3  c

3 授業のねらいがわかつて授業にのぞむことができる ハ 夢 C

4 わか らないとき,わかるまで考えぬ くことができる ハ 移 c
5 実験・観察など協力 して自分から進んで活動することができる A F ι

6 グループ内で互いに意見を出し合 うことができる A3ι
7 友達の考 えを聞いて自分の考えと比較す ることができる ハ フ ι
8 授業終了後幸次の授業で何を学習するかわかる ハ 多 f
9 授業後,重要 なところ。わからないところを自分で解決することができる A 謬 £

10 次時の学習課題を教科書などを用いて蒻べることができる 轟 夢 ι

百



≦遺緩藝ノヾ Jギ罐海理野 覆汗拶電膨特づ難  膠難拳等 ≪欝2分科会)
平成 2年 轟戯量4。 25甕 《量 薔土》

毛 利  食 《愛難県蕃鰯井市立幸纂申学校》

■ 奪 1寮錮霙 授 業 纂

学 習 活 動 留   意   点 評   価

準

備

選

種

¬

奈良時代における農民支醒め様子を護習しなさ亀ヽ。

1.講時の復習として,奈良時代の

律金制度下における農民支配の様

子を,ま と轟プリントで確認する

△ まとめプリントで,朝延の農

民支配の様子を確認して,班内

で輸番議で発表しなさい。発表

できたら,反応器を赤ξこしなさ
しヽ 。

。 公地公民の原難で土地 ,人員

を懸家のものとした。

・ 班爾載受の法で戸籍を作 り,

種庸調の税と労役を課 した。

2.本時の自標を知る。

(1)樺奪鏡治磯申で導農民の鐘満

ぶり場理解す辱ことを知 る。

(菫 )自分の意見を持つて,学響に

攀撫する通とを知る。

班ごとにまとめプリント

で確認させるこ輸番法で一

人ずつ発表させ,発表でき

た生徒から反応器を赤させ

る。

天皇や少数の貴族,投入

のた機の税であつたことを

再度確認してお く。

○認知甕糠フ態度量標を明示
する。

・ 農民支配の

様子が発表で

きたか。

(発表9反応器 )

・ 本時の轟標

lfb理解できた

か 。

(観察 )

申

　

　

中ヽ
　

　

進

　

　

種

襲廷の農民支配が,議員の生活にどん毅変化を与えたかを調べなさい。

3多

Å

(1

(1

過

　

虚

　

　

　

．
　

．　

。

。
　

。

襲鷺の支臨に対して,農民がど

な行動をしたか話し合う。

)賞窮闇答歌の説明を轟 く.

)当時の農民の様子を F貧窮聞

答歌』から畿み取り,重税や労

役から逃れるためにどうしたか

を農民の立場から予想す機。

黒板の「貧窮聞答歌Jを読み

なさい。

自分が当時の農民だつたら,

この苦し毎ヽ状態から逃れるため

:こ どうすると思いますか。

塁鍵 :こ顔抗する。

黙って逃げる。

自殺す機。
どまかす。
轟 r赫

"IAぶ
囁 ●ふ 望 移 よ お む

貧窮饉答歌争こついて簡単

に説明する。

貧窮闇答歌を現代語議し

たものを黒板に掲示し,指
名して畿ませる。

当時の農民が重税などか

ら逃れる方法として,まず

土地菱はなれて,逃げるし

かなかったこと:こ気づかせ

る。
予想意見を持つことがで

きたら,反応轟を赤難させ

る。
班内や全体

の場で,意見

が発表できたたくさん米が取れ益よう転す



申

ぃヽ

過

程

る。

(3)轟時の農民の様子を調べる。

△ 教科書のP46の戸籍を募て農

民の様子でどんなことがわかり

ますか。
△ 班内で,自分がわかつたとこ

ろを輸番法で話し合いなさい。

・ 轟分興をすてて逃げた農民が

等ヽた。
・ 奴隷を使つていた。
奪 いくつもの家族がしヽる。

・(4)教科書 P46の 「高利貸しJの
史料を読む。

(5)輔廷の支配による農民を様子

をまと機,尭轟する。

(6)農民が甕分猥を放棄したこと

による影響を考え,発表する。

△ 農風か国から与えられた自分

要を捨てて逃げてしまつたら,

どうなるか考えなさい。
。 日分田が荒れて米が取れなく

なる。
・ 戸籍で確認しながら種を取つ

ているので,税が襲廷に入らな

くなる.

・ 国が乱れるのではないか。

4。 整翻永年私財法の内容について

轟べる。

(1)整圏永年私鐵統が出された通

≧を無機。

(2)饉臨ぷ年私難法の内容≧影響

を灘べる。
△ 教科書 P47を読んで,通の議

鎌内客とその影響を調べ,発表

墾圏永年私財試通つ懇ヽて繭べなさい。

O 史実と合わない意見があ

つても,予懇なので認わて

むヽ 1く 。

○ まず個人で縄べ,それを

班内で確かlie合わせる。

① 蕪分の意見が言えたら,

反応驀を自にさせる。

○ すべての農民が逃げたと

セヽうことではなく,先の予

想劣中でも史実にあつてい

るものは,こ こで取り上げ

る。特に,『ごまかすJと
tFkう 意見は違求させる。

0 奴隷を使つていたことか

ら農民の中にも身分の差が

生まれていたことに気づか

せる。

○ 有力な郡司や農民が種も

みを貸し付けていたことを

知らせる。また,貧富の差

が生まれてしヽることも気づ

かせる。

O 予想と違つているところ

を確認しておく。

○ まとあが終わつたら,反
応器を自にさせる。

○ 予想として考えさせ,個
人発表させる。

○ 考えがまとまつたら,反
‐
応器を赤にさせる。

○ 農民の働 く意欲が,な く

なつていることに留意させ

る。

① 法の名前と出された年の

743年 を知 らせる。

め
ヽ
。

(反応器,観察 )

・′ 農民の様子・
が理解できた
か。

(発表,ま とめ

プリント)

翼分日を放

棄したことに

よる影響が予

想できたか。

(発表 )

① この法が轟される以前に



しなさいる

・ 闘墾した銀は,永久に自分の

ものになる。
・ 貴族や寺社が逃げた農民や近

くの農民を使つて私有地を広げ
た。

・ 荘圏ができはじめた。
・ 農民の中にも墾田を持つ者が

あらわれた.

(3)塁圏永年私財法によつて,律
令政治が崩れたことに気づく。

△ 律令政治の最初の基本方針と
の違むヽを考え,発表しなさい。

・ 公地公民ではなくなつた.

・ 班圏収授の法が崩れてしまつ

た。
・ 律令政治が乱れてきた。

5。 本時毎まとわをする。.

(1)本時の学習内容を班でまとめ

発表す轟.

△ 今饗の授業でわかつたことを

嵯で議し合幹ヽなさい。
△ 発表しなさい。

(2)板書をノー トにまとめる。
ブ(3)次鋳の予告を聞く。

・ 天平文化の特色を学習する
ことを知る。

二世ず身の法が轟されたが

成果があ弔らなかつたこと

知 らせる。

9 荘圏 :こ ついては総入 りし

ない。

◎ 逃亡農民の吸収先が,貴
族や寺社であつたことをお

さえ,私有地を広げていつ

たことを理解させる。

○ 貧富の差がさら:こ 広がつ

たことを理解させる。

0 公地公民の原則や班爾収

授の法が乱れ,律令政治が

崩れる原因になつたことに

気づかせる。

灘轟永年私

財法が理解で

きたか。
(発表)

・ 律令政治の

議壌に気づい

たか.

(発表)

本時のまとめ

ができたか。

モ発表 )

(机聞巡視)

本時のまとめをしなさい。

〇  「きびしい税」「農民』
「豊爾永年私財法Jの講句

々つ。かつてまとめさせる.

○ 使翼議篭iま カー ド:こ して

轟振 :こ掲示する。

○ 荘で確認できたら,反応

器を赤にさせる。

○ 指墓して発表させる.

◎ ノー トが書けたら,ま と

めプリントをさせる。

① 天平文化の特色を学響す

ることを知らせる。



議 曇 鶴 削 鶉 戴 爾

節 l学年社会科学習課題構成図

単光名 : 古代社会の確立 11時間完了
諷 標 : 古代社会の確立か ら繁栄そして衰退するまでの様子を支配者や被支配者の動

きや文化などの面から理解する

(学 習 活 動 )

第 1時 障や唐,朝鮮の統一の様子を
調べる。

第 2時 聖徳太子の政治の内容を調べ

る。

第 3時 大化の改新の概要を調べる。

第4時 律令制度の内容を調べ,中央

集権国家の形成について話 し
合う。

第 5時 律令制下の農民の生活を調べ

律令制の崩れについて話 し合
う奪

第 6時 天平文化の特色を調べる。

第 7時 平安遷都の様子を調べ,そ の

理的を話し合う。

第 8時 唐の律令制の崩壊の過程を調
べる。

第 9時 摂関政治の内容と地方の乱れ
を調べ る。

第10時 武士の発生の過程を調べる。

第ll時 平安時代の文化と宗教につ毎ヽ

て調べる。

(学 習 課 題 )

支配者の統一の仕方を考え,文化の
特色を理解する。

太子の改革の目的と仏教への態度を
考 える。

大化の改新の方針やね らいを考え,

天皇制への移行を理解する。

天皇や貴族によつてどのように人民
が支配されたかを考える。

過大な税負担を強いられた農民の生
活の様子を考え,律令制の崩壊まで
の過程を理解する。

遺唐使が派遣された目̀的を考え,唐
文化の影響力を話し合う。

吉事記,日 本書紀 ,風土記の意義を
話 し合う。

平安遷都の目的を考える。
農民支配の様子を理解する。

新 しい仏教について理解する。

唐の律令制の崩壊の様子とアジア民

族の動きを理解する。

律令制の土地国有の原lljの崩壊と民

衆の生活を考える。

中央の政治と地方の農民の様子を調
べ ,武士の発生過程を理解する。

国風文化の特色について話し合う。
仏教の特色を話し合う。

古

イ亀

社

会

の

確

二



第 25回全国バズ学習研究大会要項
基 礎 講 座  

『

バ ズ 学 習 の こ れ 凛彙 ¬F』 1第 ■ 会 議 室

バ Jて電声爆野‐ 豊疑菫建0貿 塾おらプす (奉ム‐
―

満卜 ら )

一―は じ め で バ ズ 学 習 |こ取 り 組 Lむ人 の た め |こ一―

春日赫 拓 尾

水 野  現    :

(2)研 究動機   ∫

よ
,電職讐

営から児童生徒の相互理解を求めて

(1) はじめに

バズ学習の出会い

一斉学習からバズ学習ヘ

(3)バ ズ学習の基本への取り組み方

①グループの人数

②メンパーの組み合わせ

③リーダーとは (バズ長)

0学習機能の訓練



_      
ヽ
店

②教師め効果的な働きかけ (リ ーダーシップ)

③時間の問題 〔話し合いのため
―

な時間)

0評価について

(6)授 業のモデル (実践)

全員が生徒になり簡単な授業を実践

※実情が許せば



25回 全国バズ学習研究大会資料

大同工業大学  松原敏浩

1.リ ーダーシップのIIJl究の動向

1990,8,24  名古屋大学

教師の適性

教師の指導方法

状況を考慮した

教師の指導方法

リーダーの特性

リーダーシップ ◆スタイル

コンティンジェンシー◆モデル



表2-9 進路希望別にみた現在該当する教員適性 (そ の 1)〔 カギ 4t、 119ξリ

1 教員小  教員他 企業   その他 項性適

表2-9 進路希望別にみた覇

子どもを見る目がしっかりしている

順応性がある

偏見をもっていない

ヮープロ・パソコンを利用できる

キビキビと仕事を片づける

よい趣味をもっている

専門について深い知識をもっている

子どもの親の気持ちをよく理解できi

知的好奇心が強い

いつも冷静でいられる

子どもに愛情をもっている

人柄に裏表がない

わかりやすく教える

けじめがある

えこひいき力iな い

必要以上に口やかましく言わない

自分の感情をおさえることができる

他人にわかりやすく話をする

清潔で、きちんとしている

創造性・独創性がある

教えることに使命感をもっている

信念をもった生き方をする

かっこよく、魅力的である

いろんなことに興味をもっている

4.注意深い仕事ができる

5。 教えることに意欲をもっている

3.22(1.03)2.82(0。 91)

2.41(0.89) 2.35(0.81)

3.68(0。 86) 3.67(0。 99)

2.89(0。 85) 2.69(0.93)

3.46(0.88) 2.49(0.93)

2.90(0。 72) 2.55(0.87)

3.47(0。 86)3.22(0.87)

2.87(0。 95) 2.58(0.98)

3.45(0。 81)3.29(1.01)

3.38(0.88) 3.16(0。 94)

2.66(0。 88) 2.47(0。 93)

3.43(0.87)2.97(0.94)

2.64(0。 90) 2.50(0.88)

2.75(1.01) 2.45(1.01)

2.73(0。 90) 3.02(1.06)

2.99(0。 91) 2.93(0.89)

3.76(1.03) 3.58(0.95)

2.94(0。 93) 2.84(0。 93)

3.51(1.02) 3.23(1.01)

2.84(0。 78) 2.42(0.88)

3.47(0。 92)3.21(1.05)

2.90(1.18) 3.05(1.01)

3.13(0。 92)

2.37(0。 74)

3.74(0.82)

3.15(0.90)

3.68(0。 78)

2.97(0。 80)

3.48(0.82)

3.08(0.87)

3.52(0.83)

3.42(0.85)

2.72(0。 84)

3.49(0.92)

2.76(0。 90)

2.58(0。 95)

3.08(0。 97)

3.12(0.90)

3.95(0。 96)

3.07(0.95)

3.61(0。 92)

2.91(0。 79)

3.50(0.91)

3.33(1。 08)

3.00(1.07)

2.03(0.86)

3.60(1.02)

2.35(0。 99)

3.15(1.07)

2.71(0。 87)

3.07(0。 96)

2.68(1.01)

3.13(1.03)

2.99(1.07)

2.44(0。 98)

3.19(0.98)

2.42(0.86)

2.50(1.04)

2.75(1.01)

2.96(0.95)

3.82(0.97)

2.72(1.01)

3.26(0。 99)

2.53(0。 98)

3.32(1.00)

3.19(1.14)

1111:111「

メし
●

●

6.

7.

8.

9。

10.

11.

12.

13.

子どもの心理についての理解が深い

思いやリカ`ある

いつも授業に工夫を加える

同僚と共同して仕事を進める

信頼できる

組織を管理する能力がある

何事にも熱心である

話が流暢(り ゅうちょう)で ある

厳しい

事務処理能力がある

思慮深い

健康で体力がある

勤勉である

どのような子どもでも差別しない

指導力がある

快活でユーモアがある

読みやすい字がかける

‘式

澪

○印は教師に求められている特性として評価の高いもの

一一一線は教員養成大学の学生の進路別にみた自分自身の教師としての適性

のうちで教師を志望する学生が企業を志望する学生に比べて高い適性

項性適

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

033.

34.

35。

36.

o37.

38。

39.

40。

21.

22.



:在該当する教員通性 (そ の 2)

12。

98(0。 75)

3.66(0.88) 3.45(0.88) 3.56(0。 99) 3.43(1.02)

3.31(0.91) 3.33(0。 90) 3.24(0.97) 3.18(0。 96)

2.01(1.45) 2.21(1.15) 2.23(1.30) 2.00(1.80)

2.99(0。 95) 2.90(0。 94) 2.70(0。 97) 2.74(1.07)

3.32(1。 00) 3.32(0。 94) 3.16(1.06) 3.12(1,00)

2.64(0.87)2。 77(0.82) 2.50(0.95) 2.51(1.13)

2。 72(0.84) 2.72(0.88) 2.41(0.93) 2.40(0。 91)

3.56(0.84) 3.42(0。 94) 3.35(1.04) 3.36(1.13)

2.96(1.00) 2.87(1。 01) 2.81(0.98) 2.74(1.08)

3.99(0。 79) 3.59(0。 9o) 3.31(0.96) 3.63(1.04)

3.30(0。 97) 3.19(0。 96) 3.12(1.00) 2.91(1.08)

1 3.05(0.76)2.90(0.87) 2.68(0.84) 2.63(0.83)

3.26(0.91) 3.22(1.02) 3.08(0.89) 2.96(0,94)

3.51(0.88) 3.38(0.91) 3.18(0.92) 3.22(0.89)

3.46(0。 93) 3.50(0.93) 3.34(0.99) 3.17(1.01)

3.18(1.10) 3.27(1.03) 3.14(1.01) 2.94(1.17)

、3.03(0.86) 2。 95(0。 79) 2.81(0.89) 2.69(0.87)

3.75(0。 76) 3.57(0。 88) 3.66(0.83) 3.43(0.85)

3.03(0。 93) 3.12(0.96) 2.91(0.98) 3.02(1.01)

3.25(0。 99) 3.06(0.98) 2.08(0。 93) 2.75(1。 06)

)数値は標準偏羞

尊敬している

好きな先生である

いろいろ世話になった

自分にとって、何かをやりとげる時の良いモデルであった

自分の生活が一変するような強い影響を受けた

本当の新しい考え方や新しい経験というものを教えてくれた

わたしの考えに建設的な意見を加えてくれた

わたしの気持ちの支えにならてくれた

わたしが精神的に傷つかないように見守ってくれた

わたしの良い相談相手になってくれた

項

。114

.286

.407

.013

.029

-.064

。223

.408

.302

.497

。381

.036

.059

。327

.216

.261

。245

。130

「最も良い影響を受けた教師Jの理由の因子分析の解釈

第 I因子 :心理的・共感的支えに関する因子

第Ⅱ因子 :積極的、挑戦的働きかけに関する国子

表 2-6。 良い影響を受けた教師のもっていた特性 (高頻数 11項目のみ)

目  (該当因子) 頻数  (696名 中の%)

12.何事にも熱心である

7.思いやりがある

10.信頼できる

21.快活でユー宅アがぁる    (II・ V)

5.教えることに意欲をもっている (Ш )

6。 子どもの心理についての理解が深い

(Ш )

(Ⅲ・ V)

(V)

(V)

19。 どのような子 どもでも差別 しない

23.

(V)

している

(V)

(V)

(V)

(一 )

340   (48. 9)

316  (45。  4)

260

267

251

393

278

237

325

240

296

(37. 4)

(38。  4)

(36。  1)

(56. 5)

(39。  9)

(3

(4

(3

(4

子どもを見る目がしっかり

子どもに愛情をもっている

人柄に裏表がない

信念をもった生き方をする

4.

2.

1)

7)

5)

5)

表2-5 教師を選びだした理由の因子構造 こル可イぐ、 1l g F,

教員小  教員他

2.85(0。 71)2.71(0。 90)2.65(0.78)

企業 その他



三隅・矢守 :中学校における学級担任教師のリーダーシップ行動測定尺度の作成とその妥当性に関する研究

項 目 の 主 旨

Q6
Q12

09
010

049
Q66
Qll
Q5
Q2
Q32
Q48

Q67
Q7
059
Q8

篭管3吾警二奪事だ皇徒を公平にあつかう
皮肉っぼくしかる

成績や行いを他の生徒と比べる

を讐彙:重 ‖言雷ili見 健だ星程重量奪奮を
授業する

生徒の悩みごとなどの相談にのる

先生に親しみを感 じる

クラスの問題、もめ事などを生徒と一緒に考える

量寝源撃牽喜斑臭きさなどについて、生徒に気を配る
生徒の健康に気を配 る

提出物をていねいに見 る
力、ノとなって しかる

季::曇曇:言[曇重[事:重曇:I:裏寛2か
教える

[言:『:::::[::::::][[季盲る
EII唇婁』言喜′:、雪を1:言曇言守注意する
艦套録塁繁撃|:ζ ユキ皇事

と言う

条悪泳星警勢警彗ま毛皇:に
言う

:]:Iiう に言 う

言::|:喜
:

::警

意する

.743

.736

=729
_707
.656
.642
.631
.629
。613
.599
.594
.577
.553
.545
_509
.489
.487
.484
.463
,450

_374
。118
.204
.089
.232
.193
.258

。165
。102
.026
。134
.208
.244
.143
.183
.104

.192

.221

.216

.289
。264
.098
.191
。232
.250
.073
.259
.230
.639
.621
.616
.615
.586
.549
.548
.537
.522
.469
.462
.453
.437
.429
。416
.412

.370

.394

.376

.156

.113

.127

.153

.235

.302

.330

.227

.277

.289
。211

-。 102

.242

.360

.347

.070

.305

.178

.046

.051

.299
-。 134
.259
.098
.105

-.031

.109

.315

.071

.022

.217

.240

.223

.067

.258

.069
,332
.066
.204
.056
.119

-.066

.135

.121

.171

.128
。125

-.046

.031

.082

.296

.295

.110

.173

.400
。182
.138
.080

-.092

.228

.316

.000

.442

.365
。161
.041
.284
,082
.066
.367
.170

9。 225

017
Q20

Q22
028

Q27
Q16

Q15

030
Q26

Q19
Q24

021

04
Q3
Q14
Q50

Ql
Q16

Q64
Q65

Q60
061
Q53
Q52

纂雇3富皇墓F燈冤}奥鮮膏墓3て厳しぃ
,サ蜜3警野言奪t轟農言事2ょ ぅに言う
決めら1え窪撃::塁婁蔦爵轟易憲言こんとするよう言う

::員
l参身家電奮議7る

言葉づかいについて注意する

生徒と冗談を言 ったりする

因 子 分 散

寄 与 率 (%)

冗談などをましえて楽 しい授業をする

奮舞ム署賛媛蓄I昌募g百三足っぃて話す

曇懲33責[1:サネ:litti象使って授業を進める

[]:L言 [:誓言覧]フ二十:言言:に言う

以

ツ

間

ニ

時

を

業
徒

授
生

ん
ぶ

遊
呼

と
で

一撻
ム

産
一
一

に

ネ
外
ク

″
０

ユ
，

，た話だ

ls.s? | 10.ts

詢側田 1 学級担任教師のリーダァシツプ行動の因子分析結果

a.zrs i l.ttt i 3.563

5.451 5。 166.691 6.19

49

量一何
Ⅳ

負ウす
Ⅲ

因

.056
。108

-.059
-.007

.049
,097
.183
.116
.064

.250

.105

.096

.125
,255
.257
.107
.269
,458
.142
.115
。138
.136
.117
.229
.185
.279
。202
.225
.182
.310
.075
。134

-.034

.208
,105
.284

-.013

.276

.082

.027

.346

.029
-,047

.028
-.088
-.013

.299
-。 107
.109
。130
.105
.046

-.044
.004

―.021
.029
.037
.037
.074
.021
.142
.135
.127
.o16
.155

-.090

.738
,6:5
,Sll
.575
.492

.387

.001

.204

.173

.132

.085
-.048

.046
-.026
-,011

。033
.162
.283
.063
.114
.059

共通性

.659

.597

.546

.539

.580

.638

.479

.532

.611

.561

.531

.493

.499

.514

.426

.455
。510
。478
.440
.469
.475
。477
.465
.447
.521
.474
.512
.492
.473
.502
.420
.365
.421
.388
.482
.361
.416
.368
。381
.382
.730
。703
.701
.597
.366
.481
,323
.352
.462
.522
.379
。287
.521
.449
。445
.192
.330
.639
.510
.386
.630
.420
.313
.405
.476
.320
.368
.465
.234

47.05

。112
.144

-.009
-.067

.110

.105
。103
.049
.097

.108

.195

.069
。126
.097
.313
.064
.034
.077
.025
。166
.164
.178
.072
.151
.047
.178
.036

.298
,021
.173
.224
.119
,109
。141
.134
.184
.137
.049
.187
.358

.812

.810

.803

.740

.498

.456

。350
。129
.159
.210
.165
.030
。159
.004
.360
.245
.325
.279
,090
.112
.064
.204
.028
。242

-。 033
.242
.367
。178

-,039

。364
,359
.411
.194
.138
.366
.144
.307

.062

.029
,062
.050
.162
.423
.280
.303
.518
.513
.505
.470
7458
.448
.417

。109 1

.248

.253

.124

.312

.020

.340
。338
.072
.329
。178
.284
.098
.046
_176

-.055

。223
-.055

.319
~3_048

-.034

.250
。108
.060
。204
.022
.323
.403
.049
.380
.052
.088
.088
.068
.077
.145

.013

.053

.278

.152

.242
,102
.049
.201
.247
.049
.157
.003
,050
。117
.089
,082
.080
。131

.627

.581

.524
_504
.436

.351

.362

.352

.069

.156

.238

.054

.185
。126
.359
,032
,30° 7

.077

.010

.002

.029

.030

.051

.362

.355

.047

.126

.049

.085
。136
.253
.042
.071
.064
.174
.145
。213

―.013
.014
.053
,223
.114
.281

32.470



学級担任教師のリーダーシップ行動の因子分析結果の解釈 ごメ轟 ャャt rf"リ

第 I因子 :配慮の園子 (日 常の学校生活や学習場面における生徒にたぃする教
師の配慮 )

第
=因

子 :生活 ◆学習に対する規律 ◆指導の因子 (学校生活や学習上の問題点
に対する教師の規律 ◆指導に関する項目)    、

第亜園子 :授業に対する厳 しきの因子

第Ⅳ園子 :学級活動促進の困子 (学級での話し合い、掃除などの学級活動に
対するに指導に関する項目〉

第V因子 :親近性の困子 (教師と生徒の親和性に関する項目)

第Ⅵ因子 :熱心な学習指導の因子

P行動の因子 :第
=因

子、第Ⅲ因子、第Ⅳ因子、第Ⅵ因子
Ч行動の因子 :第 I因子、第V園子



三偶 ,矢守 :中学校における学級担任教師のリーダーシップ行動測定尺度の作成とその妥当性に関する研究

TIBLE 2 スクールモラール項目の因子分析結果

項 目 の 主 旨
(( )内には教科名が入る)

因 子 負 荷 量
Π I Ⅲ 共通性

Q21

Q13

Q23

Q15

Q14

Q22

Q20

Q2
03

Q5
Q6

024

Q(

Q25

Q27

Qll

07
1Q9

Q12

010

Q8

Q18

Q19

Q17

Q25

01

01S

.847

.851

‐734

‐692

.533

.565

.446

.020

-.006

.103

.053

.103

.238

-。 153

.163

.120 1

。195

.149

-.121

.091

.123

-。 177

-.077

.472

.157

.008

.005

-.105

。226

.302

―.0791

―

‐6221
.5201

て∬
|

)の勉強がおもしろいと思 うか

)の授業が好きか

)の勉強を したくないと思 うことがぁるか
)の 授業を長 く感 じるか

)の授業を熱心に聞いているか
授業以外に自ら進んで ( )の 勉強を してぃるか
( )の 授業でわか らないところがあれば質問するか
クラスにとけこんでいるか
クラスで個性を発揮 じやすぃか
クラス活動に積極的に参加 しているか
自分のことだけでなく、クラスのことも考えているか
中学校生活が楽 しいと思 うか
クラスがほめられるとうれ しいか
学校へ行 くのがいゃになることがぁるか
テス ト成績だけでなくぃろいろな面で評価 して |ま しいか
クラス:ま 全体として勉強 じゃすぃ雰囲気か
クラス:ま まとまっているか
クラスに弱い者いじめ、仲間はずれはぁるか
クラスの( )の授業は勉強 じゃすぃ雰囲気か
クラスは楽 しい雰囲気か

ラスは掃除を熱心に しているか
)の授業中、私語をするか

)の授業中、授業内容と関係ないことをするか

キ?零業で忘れ物を したり、提出物の期限に遅れるか
校月1を守 っているか

決められた当番(日 直、掃除等)を熱心にしているか
( )の授業中、ノー トゃプリントをきちんと書くか

因  子 教

―.101

.133
-.041

-.039

.255

.225

.065

.080

.410

.252
―.327

.300

。101

.316

.018

-.013

.430

.247

.200

。107
-.104

。211

.398

.202

.095

.008

.416

.125

.003

-.146

-.212

-.032

.126

.051

.134

―。298
-.010

驀
|

6Cs I

.60? I

.4nl
I

-. 101 I

-. leo 
I

3.77

瑞
|

。0961

.139

.109

-.039

.038

.185

.291

.430

,783

.587

.196

.614

.431

,385

.587

.518

487

.144

.198

.395

229

.150

.530 。

.607

,379

562

.576

.307

.580

582

.399

。722

.676

.649

.58S

.560

.504

331

.116

.317

12_973.511 2.911 2.78



スクールモラールの園子分析の解釈 〔メ婦・長ヽ事、19ξ‐7)

:授業の満足度・ 学習意欲の園子

:学級に対する帰属度の園子 (学級活動に対する意欲や学級への帰属

意識、満足度に関する項目)

:学級連帯性の園子 (学級の連帯性、凝集性に関する項目)

:生活 ◆授業態度の園子 (日 常生活や授業場面における態度に関する

項目)

第 I因子

第Ⅱ園子

第Ⅲ園子

第Ⅳ因子

TABLE 4 りニダーシップ行動の因子分析によって得られた諸因子 解 嗜 ′,″
組織体・集団の種類 P行動に関する因子     | M行動に関する因子 文   献

三隅・白樫・武田・候原・
関 (1970)

因軍

子

           |.集
団維持の因子性

の

画
Ｔ
刀

計

圧

民間企業体
(第 1線監督者)

地方官公庁

(係長)

三隅 (1984b)
・集団維持の因子

″何

７丁
壺天

因

び

の

一
〈

越
一
お

一カ

一導

・
指

一回
律

企

規

地方官公庁
(課長) 十画の因子   |
教師

(小学校高学年)

・生活・学習における訓練 。しつけに関
する因子

・社会性・道徳性の訓練 oし っけに輿す
る因子

・教師の児童に対する配慮に関する因子
・教師の児童への親近性に関する因子
・学習場面キ|おける緊張緩和に関する因

子
教師

(中学校学級担任教師)

|・ 授業へのきびしさの因子|・ 夜栗へのきびしさの因

|・ 熱心な学習指導の因子

|.笙喜T軍・生活・学習に対する規律・指

|:軍裏基勇羅墨可高阜
規律Ⅲ旨導の因子

・配慮の因子
・親近性の因子

(本研究)

教師

(中学校教科担当教師)

・授業へのきびしさの因子
・学習に対する圧力の因子

.重彗量響晟房菖阜
規律・指導の因子

・配慮の因子
・親近性の国子

x+ (1e85)

家族

(小学校 6年生の両親)

j . Periormance factor
1・ ふだaintenance factor 古川 (1972)

スボーッサ_ク ル

(大学体育系サークル)

|・ 続率の因子   ~~~
二響習へのきびしきの因子

三隅 (1984b)

|・ 実行計画の困子

|・ 規律指導の因子

|・ 自己規律の因子

|・ 集団維持の因子 |三隅・篠原・杉万 (1977)

|・ 配慮の因子

|・ タラブ維持の因子



成功 した指導例

雫力を伸ばし損なった。

(3)基 礎練習 (持久力をつけるための長距離練習、フットワーク等 )を 重視
してやったのはいいが、年間計画をたてていなかつたため実戦では、技術的に
負けてしまった。 (25才 、女性、ハンドボール、女子部員 )

て

一
よ

つ
な
く
え

従

二
変

に

ユ
に

れ

ミ
法

そ

コ
方

て

。習

て
た
練

た
れ

い

を

さ

つ

ウ
発
き
　
＞

ル
反

ヽ

員

一
部

て
　
部

ュ
Ｔ
え
　
子

ジ
ら
変
　
女

ケ
か
り

　

ヽ

ス
徒
な
　
部

＜
生
き
　
劇

法

の
い
　

演

一カ
止生
を
一　
　
ヽ

習

年

ン

。性

練

三

一
た
女

ア
ヽ
　
カヽノ
　
つ
　
　
ヽ

分
時

パ
あ
才

自

た

の
が
３６

に
め
来

理
＜

初
す
従
無

最
す
に
に

た
に
前

ろ

し
う
十
一こ

任
よ
成

と

転

る

の
た

＞
す

ン
じ

１
習

ヨ
と

＜
練

シ
う

のたつ
カなに

ｏ

係

た

関

つ

頼
な

信

にＬ
員
，

が
部
員

た
霊
部

じ
幽
子

を
り
男

罰

か

ヽ

体
ざ
部

て
遠
球

い
ら
卓

が
か
　
ヽ

者
習
性

た
練
男

―
）

　ヽ
ヽ

き
局
才

引
結
４‐

万

。＜

で
た

一　
つ

ラ
か

ユ
ヘび

ギ

で
レ
的

＞
果

４
効

／
、
「ヽ

た
で

―
ス
が

習
と

練
こ

に
る

ら
す
　
り

や
場
　
あ

し
出

＞
例

む
に
員
類

が
合
部

試ヽ

子

＊

に
で
女

＊

ず
態

ヽ

せ
状

ル

慮

の

一

考
ト
ボ

を

ス
ト

ど
ベ

フ

五領

ソヽ

階
け

ヽ

段

つ
性

長
傷
男

成
を

ヽ

の
膝
才

徒
や
３７

生
腰

＜

がヽ
整
く

特
多

の
の

。

設
徒

た

施
生

つ

＞

かヽ

５
果
な

＜
結
き

員ヽ
ぎ
部

す
子

せ
男

か

ヽ

ま
操

を
体

習
新

練

ヽ

に
性

徒
男

摯
一　
ヽ

デゝ
寺
イ

じ

３４

信
＜

過を力の徒生２

の
参
ち
を
ウ

そ
に
勝
動
員

活ヽ
に
活
部

れ
部
＞
部

子

入

の
上
ず
女

け
師
以
え

ヽ

受
教
れ
絶
部

み

そヽ
も
上

の
れ
＜

て
陸

生
ら

で

い

ヽ

年
ね
ま

お
性

１
重
所

に
女

ヽ
々
の
活

ヽ

い
日
的
生
才

ら

，日

の
場

も

が

の
後
＜

プふ
絲
ル
〕
の
　
。

つ
関
供

そ
た

作
頼
子

ヽ
つ

を
信

がヽ

い

部

の
じ

る
て

い
い
上
あ
じ

じ

互
向

で
業

新

お
に
果
卒

に

。上
結

ヽ

年
た
以

は
げ

た
め
要
と
遂

つ
始
必

こ
り

入
ら
が

つ
や

で
か
ち
勝

て

任

１
持

・じ

新
と
気
た
と

＞
ち
る
め
台

１
た
す
す
み

＜
子
加
す
踏

チ

いヽ
才

て
て

っ
４３

て
き
び
て

育

で
結

。

を

が
く
た

ン
気
ま
し

テ
囲
う
た

プ
雰
が
果

ヤ
　

欲ヽ
一夕
一

キ
勢
意
勝

た
態

優ヽ

じ

る
り

で

り
す
ま
会

か
を
と
大

つ
習
ま
県

じ
練

の
の

なヽ
手

ト

て
的
選

ツ

め
主

。
ケ

集

自
た

ス

を

ヽ
つ
バ

二十
日
本
か
（
フす
＞

選
結
に
男
員

る
た
う
は
部

あ

め
よ
果
子

力

進
う
結
男

能
を
行

ヽ
ヽ

ら
り
を

で
ト

か
く
習
高

ツ

時
づ
練
最
ケ

学

ク
で
が

ス

入

一
ち
時
バ

＞

ワ
た

の

ヽ

２
ム
分

こ
性

＜

一
自
た
男

中
に
努
な
　
　
上

を
も

に
に
　
　
向

ン
ル
マ
つ
発
　
　
　
の

テ
と
よ
活
　
　
人

プ
者

る
て
　
　
個

ヤ
護
せ
し
　

　

ブヽ

キ
保
さ
ま
　
　
し

。や
解
に
　
　
通

た
任

理
前
　
　
を

つ
担
を
以
　
　
会

な
級
待
も
　
　
絡

く
学
期
声
　
　
連

な

ヽ
の
の
　
　
も

し

い
後
じ

＞
　
に
＞

加
合
今
ま
員
　
兄
員

参
し

励ヽ

部
　
父
部

に
出
し

の
子

　

子ヽ

習
に
摘
中
女
　
じ
男

練
直
指
習

ヽ

成

ヽ

で
率
を
練

ル
　

作
泳

係
を

り

ヽ
一
　

を
水

関

い
誤
リ
ボ
　
士夜

ヽ

の
思

の
ま

一　

録
性

と

の
て
よ

レ
　
〓醤
男

友

て

い

つ
バ
　
人

ヽ

級
じ

っ
が

ヽ

個
才

が
対

に
絆
性

　
で
錦

員
に
動

の
男

　

の
ィ
、

部
人
行
互

　ヽ
力
い
。

の
本

た
相
才
　
部
た

人

の

つ
員

３‐
　
、称

っ

一
そ
と
部

＜
　
水
あ

＞

ヽ
の

。
。
　
＞
め

３
に
人
た
た
　
４
認

＜
心
本
め

つ
　

＜
を

失敗 した指導例



すヽ
　
　
習
係
じ
　
　
　
幅
と
　
た
が

熱
、
　
　
練
閑
視
　
　
　
大

い
＞
じ
と

。

く
っ
　
　
　

頼ヽ
盤
い
。
　
　
に
な
員
く
こ
い

督ょ
　
　
い
信
を
た
　
　
も
け
部
さ

い
じ

）わ
　
　
凛
ｍ
醜
れ
　
　
盪
御婿
渇
識
濤

二
「　
　
い
徒
徒
り
＞
　
質

い

をヽ

て
い

一熱
　
　
財
継
生ヽ
沖懇
　
繊
洵
瑯
呻
蹴
赫

一えつて用　い離い軸男ヽ子　動響トボ一助癬拗

了が

一　

れ
た
て
ん
卜
　
練
生

フ
少
員
こ
＞

′と
ボ
　
ら
し

つ
ぶ

ツ
　

年ヽ
ソ

部ヽ
る
員

．篠一　］篠　い　　印購独な知晴『

入っＬ
　
畦
れ
椰
統」
　
醐
加
才、泌
熱
締
卜、

よ
＜

　
４
点

かヽ
＜
　
だ

主

こ
い
な
と

ヽ

は
　
　
い
師
韓

。
それ
　
　
が
社

崚
韓
轟
な
理

。　
　
全

の
な

た
　
　
い
し

て
徒

る
く
才

費
　
　
脚
掟
ひ
彎
　
　
鑢
颯
輔
娃
鞍
融
榔

き
（
　
　
導
度

つ
つ
　
　
識
厳
で
近
を
今

り
　
　
指
態
立
を
　
　
意
て
由
最
習

。

鵜
　
　
錦
欝
劇
網
　
　
”
減
選
期
練ヽ
費

と
　
　
＜
方
が

て
　
　
ノｔ
に

い
＜
ら
あ



成功した指導例

とぃ
」
ヽ
ノ

と
　
る
員

と
　

こ
　
せ
部

い
」

つ
　
さ
女

る
　
も
　
援
男

つヽ
　
を
と
応

ヽ

を
　
解

こ

部ヽ

解
　
理
る
と
道

理

。
の
や

こ
剣

の
観

へ
て
る

ヽ

親
参
子

い
せ
性

と
動
が
聞
見
男

力
活
と
を
を

ヽ

協
部
師
待
会
才

の
の
教
期
大
５３

ヘ
ヘ
と

の
に
＜

親
親
親
親
親

９

な
と
他
て
た
言

ん
こ

ヽ
つ
な
何

こ
る
り

い
あ
ｒ

つ
す

お
で

ヽ
ヽ

一
イ

て
回

つ
ろ

た

レ
し

らヽ

こ

つ
プ
習
し
あ

と

。

た
に
練

か
Ｆ

た
た

緒ヽ

に
し

ヽ
つ
つ

ヽ
一
減

。
て

い
な

ヽ
。加
た
し
言
に

が
す

い
し
加

一
う

ん
で

い
促
参
と
よ

せ
子
＜
を
に

Ｊ
む
＞

ま
男
全
意
イ
え
組
員

り
は
が
注

レ
ね
り
部

あ
員
員
か
プ

の
取

子

り
部
部
国
に

い
に
男

ま

ヽ
の
何
緒
な
習

ヽ

あ
が
人
で

一
け
練

ト

に
す

一
の
て
情
に

ツ

当

で
日
い

つ
Ｆ
剣

ケ

本
性

る
な
切

真ヽ

ス

は
女
あ
え

い

Ｊ

パヽ

と
は

与ヽ
思

！
後

ヽ

こ
私
が
を

で
？
の
性

た

。ん
響

の
の
そ
女

つ
た
せ
影

い
な

て

ヽ

い
し
ま

い
な
手

つ
才

く
ま
り
良
ら

下
言

２３

ま
り
あ
も
わ
り
と
＜

う
あ
ず
に
変
よ

Ｊ

＞
が
ま
員
然
生
る

１０
と

部ヽ
全
先
と

＜

こ
は
の
も

は

つ



庁

〇
‘〇
〇
〓

ヾ
∝
Ｎ
．〓
一

０
∞
∞

で
∞
Ю

∞
∝
∝

〇
卜
〇

Ｏ
Ｎ
∞
．

〇
卜
Ｎ
．

（）〔〕（）
．

〇
∞
〇
．

―

，

１

，

１

１

‘

―

　

　

ｌ

ｔ

∞
ヾ
∞
．

∞
∞
Ｎ
．

卜
ゆ
Ю
．

ト
ト
∞
．

卜
∞
０
．

０
０
０
。

”
∞
一
。

Ｃ
Ｃ
一

〇
卜
〇

〇
〇
【

卜
【
〇

”
Φ
ゆ
．

∝
〇
ゆ
．

〇
ト
ト
。

〇
ヾ
卜
。

〓
〇
∞
．

劉
〇
〇
．

Ю
Ｏ
鋼
．

〇
ゆ
【
．‐

∞
Ｎ
Ｏ
．

で
〇
〇
．

へ
ヽ
い
い
　ヽ
正
＼
下
卜

′
峠
臥
妥

）

事
像
キ
図
Ｏ
轟
熙
鋼
ヾ
£
袋
各
国
く
や
椰
ゝ

・
ヽ
（
ハ
ー
は
―
ひ
　
』̈
Ｒ

Φ
．０

寸
．Ｎ
〓

Ｎ
ｅヾ
Ｈ

０
。０
∝

ゆ
マ
ト
。〇

∞
卜
０
。０

卜
∝
”
。
一

ｒ
Ｏ
ｒ
．
【

絆
一
０
．Ｎ

寸
０
０
．”

Ｎ
【〇

Ｎ
∞
〇

Ю
Ю
∞

Ю
∞
〇

∞
∞
〇

マ
刹
一

卜
〇
一

一
で
Ｃ

卜
で
一

ヾ
一
一

∞
〇
〇

Ю
Ｏ
Ｏ

Ｏ
寸
【

卜
０
０

Φ
∞
〇
．

０
〇
〇
．‐

〓
鑢
〓

一ヽ
一
一｝

〓
Ｎ
〓

∝
〇
〇

ト
ト
〇

卜
”
〇

０
卜
〇

鴎
０
０

０
∞
〇

”
Ｈ
Ｏ

〓
〇
〇

〇
∞
〇

〇
〇
〓

ヾ
∞
Ｈ

Ｎ
∝
銀

〇
卜
∞

Ｎ
〓
〓

〓
Ю
【

〓
卜
〇

銀
】
】

∞
〇
〇

Ｎ
”
一

卜
”
【

Ｎ
ヾ
〇
．

卜
Ю
召
．

∞
ヾ
〇
．‐

ト
ト
Ｎ

Ｏ
一
Ｎ

Ｏ
〓
〓

∞
寸
〓

”
〓
〇

Ю
【〇

Ю
り
Ｈ

卜
∞
〇

〇
〇
〇

銀
”
〇
．‐

一∝
一で
。一

べ
〇
∞
．

０
〓
〇
．‐

ド
ヾ
）
．．‐‐
一

回

Ｌ

０
∝
Ｈ

Φ
Ｈ
Ｏ

”
Ｎ
Ｎ

∞
Ю
【

卜
〇
∞

卜
∞
〇

〇
Ｎ
Ｏ

ヾ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
卜
〇

∞
０
【

【
〇
【

卜
〇
”

ヾ
卜
〇

銀
０
鋼

〇
銀
〇

【
∞
【

卜
∝
銀

卜
〇
一

〇
∞
〇

〓
卜
一

Ｈ
〓

Ю
〓
Ｎ

Ｏ
卜
Ｈ

∞
Φ
【
．

ヾ
Ю
Ｏ
．‐

∞
∞
鋼
．

〇
〇
Ｎ
．

”
Ｏ
Ｈ
．

０
０
【
．

ゆ
ヾ
〇
．Ｌ

∞
〇
〇

∝
∞
〇

∝
Ｈ
Ｏ

ヾ
０
〓

【
〇
〇

０
∞
【

Ｏ
Ю
Ｎ

ヾ
〇
∝

守
卜
〓

〇
〇
〓

“
Ｇ

因

翻

慕
）番
持
肛
姜

（
鮎
Ｒ
興
）
ゝ

、
ハ
ー
ヽ
―

卦

螢
奪
・殊
↑

ヽ
よ
■
姜
ミ
櫓
伸
嘱
〓
卜
邊

¨
キ
図

（ミ
総
）
卜
ゝ
ヽ
―
ヽ
―
卦

（堪
部
≡
尋
）
ヽ

，
ハ
ー
ミ
ー
ひ

螢
ｔ
ヽ
ハ
ハ
ー
ヽ
１
ひ
Ｅ
相
ビ

¨
キ
図

（椰
鞭
Ｓ
暉
欅
）
ム
ハ
ｘ
ム
（

（黙
く
む
眠
Ｃ
撃
暉
）
ム
ハ
ｘ
ム
か

（馴
螢
駆
銀
）
ム
ヽ
ス
ム
か

ム
ヽ
ヽ
ム
（
″
＝
葦
棄
Ｏ
卜
稚

筆
世
□
終
妻

．ト

く
λ
レ
ー
ゃ
ヽ
く
く
軍

．罠

（範
ヨ
翠
）
撃
蟄
繊
Ⅲ

．∝
Ｎ

筆
ざ
毎
ｅ
卜
華

¨
藩
図
寸
総

く
ハ
レ
ー
ゃ
ヽ
く
日
漱

．民

へ
（
く
２
１

ゃ
、

．
∞

ヘ
ー
い
く
―
ヽ

．〓

翠
畔
報
回
蝋

¨
キ
図
∞
総

．∞
【

．卜
〓

．Ｏ
【

．∞
【

国
総

（
鮎
回
歳
）
ヽ
、
ハ
ー
ヽ
―
ひ
　
。
∝

Ｋ
ハ
ヘ
ヘ
ヽ
卜
　
．コ

（翻
奪
Σ
）
ゝ
（
ハ
ー
は
―
卜

．∞

Ｒ
蘇
黒
紺

．〓

Ｒ
ぶ
Ｋ
肛
繊

．〓

懸
専

，
Ｒ
蘇
ｅ
ｌ
ヽ
―
ひ
¨
キ
図

〓
紙

EE

響

ヾ
Ｎ
Ｏ
＝
Ｚ

又
（≦
一ツ
「答
」
．（ヽ

こ
≪
Ｅ
毒

．ｆ

Ｒ
奪
翠
製

３ｏ

筆
奪
ふ
溶
妻

。０

匝
響
ぐ
螢

墾筈筈筈曇
．一
】

・　
〓

０
霧

・
ヾ

・
ｒ

Ю
懇

（｝（〕（）
。‐

一
（一
一
．‥

I

一で
”
ヾ
。一

一ヽ
（〕（一
．

「
可:"■ |

等1等 |

_■ 1__ぢ

卜
Ｈ
め
。

日
〇
〓
．

一ｎ
爵
ヾ
。一

ヾ |

11ミミ1「 (|



30。 0 ○

″

・
０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２５

集

団

凝

集

性 /\:)tsl,. /\'7--{E
●
/

権限委譲行動

図7 
号里琴

黍苦矢型3手 )レ Y天ぢIとあ裏萱羅喬覇冥
動と

ｏ

Ｌ

　

　

　

　

　

　

″

８

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

コ
ミ

ツ
ト

メ
ン
ト

権限委譲行動

即
羅贔曇皇碁艶盛鍾 翼 ダ 喜勇養翌罪露嘉巣

ツプ

‥一
言回低

リアクタンス丁抵fre

0

す同低

○
/

リアクタンスー高



漂
暴
岳
輝
轟

弼
ふ
膏
魏
攀
鷺
Ｋ
」

《
窯
駆
》鋒

諏
Ｏ
騨
暴
ゝ
て
稽
む
韓
遷
轡
奪
江
壮

輔
篭
襲
籍
駆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
壇
縫
慕
七

卜|:



+

H 

--*
,4 - 4

tti

つ
く
る

対

話

そ

の
他

襲
、

展

　

開

ぇ1時

子
ど
も

の
活
麟

いぽ
聯
可
ン
ス
ト
ー
き

魚ヽ
劉

〓
簿
絆
矮
爾
鶏
闇
躍
暉
壌
斑
畷
運

《
ｆ
書

ｌ
Ｖ

■
計

学

　

習

　

指

　

導

　

・
要

文

種

（
紀
行
文
、
意
見
文
、
説
明
文
、
ふ
劇
Ｗ
〉

脚
本
、

授 ね

業  ら

彫   むヽ

態

「 つ

の

会
議
を
つ

デ|ゝ
√

し t

マ
tt

ム
書
プロ

を
難
筆
、
生
活
文
）Ⅲ…

・
二

っ

働

,



ノ 鯵
饉 考

|〆

彗

と
等

一弓

の
お
葬

輝

「
よ

Ｌ
、ま
（

ご
♂
ぽ
へ
占ヽ
ギ
が
な
僣
な
ら

ぞ
キ
なヽ
た
哺

キ
な
だ

争

明
マＴ
を
と
め
る
ど
†
れド
≦

ぜ

ん

卜
二
』
睦
進
醗
Ｅ
一

へ
■
て

プ
僣
″



）

《
賃
彎
１
》

鯨
　
命

膊
厖
唸
木警

じ

硬
゛

ゝ

≧ Q

電
「だ
け
璽
酢
粋
が
増
ぷ
紗
だ
◇

く会議の様子とくわL<〉 ‐

|プ AI|ひ |が

11亀

響彎
祠
韓
＼　
　
　
　
　
▲



≧i塩 :マ

トlliな :惣 1聾
:



《
甕
群

懲
》

|

年
生
母

板
量

記
録

ユ
ニ
プ
オ
ー
ム

四
年
生
装
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け
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碁
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き
び
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績
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体
操

Ａ
作
文
ｖ「は

い
鐘
い
、
早
く
練
習
し
な
さ
↑
。
」

「バ
ン
バ
ン
。
」
と
手
を
た
た
き
な
か
ら
、
先
生
が
大
き
な
声
で
ど
な
る
。
部
屋
の
窓
が

ビ
ジ
ピ
リ
と
ひ
が
く
ｏ
そ
ん
な
き
び
移
驀
先
生
の
顔
壮
チ
ラ
ッ
と
見
て
、
す
ぐ
練
習
紅
と

つ
か
か
る
。

ぼ
く
鮮
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劇
郡
に
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て
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ら
、
丸

一
年
が
た
つ
た
。
き
び
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練
習
に
よ
く
メ
ん

ぶ
っ
た
お
か
げ
で
、
大
き
な
声
で
し
や
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
動
作
も
設
に

は
ま
っ
た
動
き
で
と
で
も
上
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に
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で
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る
よ
う
に
な
つ
た
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（主
役
の
発
表
だ
。
お
お
、
ぼ
く
が
由
し
い
さ
ん
、
な
ん
と
念
藤
の
主
役
で
は
な
枠
か
曇
）

発
表
は
七
夕
集
会
で
あ
る
。
さ
す
ギ
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
た
。
そ
れ
ま
で
、
一
生
懸

命
線
習
し
て
、
先
生
の
期
待
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
決
心
し
た
。

６
年
生
の
板
書
記
録

『
夏
鋳
雨
』
の
イ
メ
ー
ジ
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は
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よ
く
か
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し
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ヽ
　

「あ
つ
、
雨
が
降
つ
て
き
た
。
」

私
は
、
と
つ
さ
に
傘
を
開
い
た
。
と
て
も
激
し
く
、
勇
ま
し
い
雨
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
、

雨
が
や
ん
で
し
ま
つ
た
。
ど
う
や
ら
、
夕
立
の
よ
う
だ
っ
た
。
私
は
、
気
分
が
と
て
も
す
っ

き
り
し
た
よ
う
だ

つ
た
。
雨
の
鋒
る
前
は
、
と
で
も
暑
か
つ
た
０
だ
が
、
雨
が
降
つ
て
き
て
、

少
し
糠
し
く
な
つ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

夏
の
面
で
も
、
梅
雨
は
、
春
の
雨
に
に
て
い
て
優
し
い
感
じ
が
し
て
、
気
持
ち
い
い
。
夕

立
や
通
り
爾
だ
っ
た
ら
、
余
り
、
長
ひ
時
間
降
ら
な
ひ
し
、
降
つ
た
後
に
は
、
す
っ
き
り
し

た
気
分
に
な
る
の
で
、
夏
の
雨
ざ
好
き
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
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言
―

チ

イ

V

話 し合 いの必然性

(1)「 ここで議 し合 うのだ J

か 。

とい う必要感 を児童生徒が受 け止めている

12)「 今 、何 を話 し合 えば よいの か J の明示 が な されて い るのか よ

「 教 え合 い」 か ら「 議 じ合 い聾

(1)教 え合 いの条件

(2)教 えるものの人数 と形態の変化

2人バ ズか ら 6人バズヘ

発 言 の基本 離 式 と議 じ合 い 0ル ール



1議 し合 むヽの様め方

キ1)「 課 題』

:2)「 バ ズーーー学 級 一 一 ― バズ Jの 場面 展 開

6 バ ズ学 習 の授 業 が成 立 す るための基 本鋳条件

(1)的 確 な学 習 内容 の指 示

(2)授業 が生徒 自身 の もので あ る こ と

13}信 頼関係の重み

ビ

V



V

バズ学習の授業構成 とその ヴ ァ リエー シ ョン

(パ ー ソナル・ セオ リー )

○ 準備課題 ――中心課題 ――確認課題

○  プ リテス トーー準備課題 ――中心課題 ――確認課題―一 ポス トテス

(以 下「 課題 Jを 省略 )

0 プ リテス ト (準 備 )一 ―中心―― ボス トテス ト (確 認 )

0 プ リテス ト (確 認 )一 ―準備 ――中心 ―― ボス トテス ト (確認 )

○  プ リテス ト (中 心 )― ―準備―― ボス トテス ト (中 心 )

《課 題 提 示後 一 つ の過 程 tこ お いて 》

0-個 人 一― グル ー プ で情 報 交換 ― 一学 級 全 体 で情 報 交換 ― ―教 師 に よる

補 足・ 修 正 一― 個 人 また は グルー プ で確 認

優 人 ― ― グル ー プー ー教 師 ― ―個 人

曇 人 一 ― グルー プ ー ー学 級 ― ― グ ルー プ ー ー学 級 ――教 師 ― ―個 人

篠 入 ニ ー グ ルニ プ ー ー 個 人

個 人 一 一学 級 ― ―個 人

優 人

《単元見通 じ学習 》

○  プ リテス トーーー単 元の課題一括提示 一―共 同による学習計画 ―一課

題 1・ 203・ ・ への取組 一―教 師の補足・ 修正 とまとめ――児童生

徒 の確認―― ボス トテス トーー必 要 に応 じて補充指導

○

○

０

０

０
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バ 」だ 理豪 に よる

一 人 ひ と り が 生 き る 授 業

平成 2年 8月 24日 (金 )

バズ学習研究大会資料

バズ学習 とは 、人間形成のプロセス

教育は 、人間関係 を育て 、学力 を向上 させ ることの二つの大 きな 目標

をいか して 同時 に達成す るか 、即 ち 、学力 と生活力の一元化 、統合化が

な されな ければな らな い。この ことが 、バズ学習であ る。

つ ま り、バズ学習 は 、自主的 ・主体的に行動で きる人間 、いかな る場

に もどんな事 に も対応で きる人間 、また 、他人 を認め 、他人 と協力で き

る人間 、さらには 、学ぶ喜び 、新 しい もの を創造す る人間 、即 ち 自主

性 ・協調性 ・倉1造 性 を柱 とす る人 FEEづ く りを目指す教育 といえる。それ

:よ 、将来 自分の人生 を切 り開 いて いける人間 を育てるこ とであ る。その

ため に :ま 、自己理解 、自己指導 、自己訂1練 、自己評価ので きる態度の育

成 をめ ざさな |す ればな らな い 。

(塩 圏先生の基本理論……   項 目 ) 以下具体的に述べ る。

(B)
1 人 FE5の 育つ場 とな る授業 に  (認 知的 目標 と態度的 目標の同時達成 )

一人ひ と りの子 どもの存在 が授業 を成立 させ ている。子 どもたちに決

まった教材 をいかに消化 させ るか 、こち らの注文 どお りに受 け入れてい

るかの教師の指導の 目では 、貧弱で人間性 を失 つた教育 とな つて しま う。

教師の都合で仕組 まれた教 師中心の授業でな く、子 どもの個性 が花咲

く人間同志が切磋琢磨 しあ う授業であ りたい 。課題 を知 つた子 どもたち

は知的 目標 と態度 目標 をその学習の中で同時 に達成す る授業 を進め る。

2 か l・lが えのな い個性 を生か し成長 させ る授業

個性は 、生 きた人間の具体的な表現である。子 どもの 1固 性は 、変化の

過程 と考 え、子 どもの多 くの共通性 を手がか りに教材 を考 えた り評価 じ

た りす る。どの子 もいつぱいの表現が出来な ければな らな い、この実現

の場が小集置でありあるい|よ 学級集国となる。この表現の可能を援助す

、一す

A)

∫

√



るのが教師である。

3 子 どもに必然性のある授業 (わ か らない しりたい学習 )

自分の考 えを全力投入 して解決に立ち向か うとき、その解決に働いた

力はその子の思考や知識や感性を高め新たな課題をつかむ、さらに、高

い「わからないことJに膨 らむ、これが、ひとり学習の充実 した場であ

る。ここで 自分の考えをいっぱいたくわえ、問題意識 をもって話 したい

ことがいっぱいある子 、それが次の小集団活動や、全体の相互交流学習

で活発に参加する子 とになる。

ここで得た知識は、断片的な知識から消化された自分の知識 となる。

4 個 と個のか らみで深まる授業  (個 と集団の統合指導 )

ひとりひ とりが生 きる授業 と|よ 、

・個別指導 を意味するものではない。

・子どもは集国の中で互いに有形無形に影響 じあって成長する。
・個性の主張を集団の中で発展させる指導にある。

・個性のずれが授業でひとりひとりの思考 と理解を深める。
・つまり、自己実現・自己認議・自己修正・自己評価 と深まる。

5 子 どもをとらえ 伸ばす場があるバズ学習

子 どもが伸びようとする芽を見出だ し、可能性 と主体性 をどう育てる

か意義ある授業を計画 じ展開すること。

第一 子 どもの表現をとらえること。それには、子 どもが多面的な表

現の出きる場があること。そして、自由に自然に本音が出 し切

れ る人間関係のあること。

第二 子 どもをとらえる教師の鋭い目が必要である。教師は、毎 日子

どもの中にいなが らも、案外「子 どもをみていない」。む しろ

「みえていない」ことが多い。常に眼をみがきつづける努力に

よつて教師の機能が発達する。

(C)

人間形成 を目指すバズ学習の授業 を支 えるもの

1 教師主導の一斉学習の短所か ら

・子 ども相互の コ ミニケイシ ョンはな く、社会的態度 :ま 育たな い



~ 
したが_っ て、意欲にもえた学習に発展 しない。

・学習のベースが子 どもとかけはなれ受け身で、自発性に欠 き学習力

や態度の形成が貧弱である◆

。「わかったひと」「答 えられ るひ と」と授業が進め られ るため「で

きない」「わか らない」子が「いけない子 」として処罰の対象 とな

る。

・学級内ひとりひ とりの個性の違いは無視 され教師の指導に適合 しな

い子は脱落 していく。

・発問は、断片的にな り、それ を統一 して考えられ る子はごく限 られ

た子 とな り、な りゆきまかせで心は学習か ら離れ る。

・教師のベースで学習を進め るため 、その速度についていけなかつた
´V     

り、自分の能力に応 じてフ イー ドバ ックす る機会がない。

・自己不満、自己嫌悪、自己喪失な どの悪い事態が生 じる。

2 バズ学習 における1圏 人 と集回の関係

・学習課題の解決にその集団が役割 をはた し解決す るのではな く、各個

人の個性的な考 えを出 しあ える共通の場 と し、その個人の問題 をみん

なで考 えてい く。具体的な 自己実現の実践の場であ る。

・問題解決の方法は個人 によつて異な り、考 えを突 き出 し合 つて相違の

根拠 を確かめ 、交流す る中で小集団の問題 として個人の思考 をの りこ

る次元の高 い もの とな り、多面的な解決 内容 とな つて 自分 に帰 つて <

る。

・個性的な思考の発展 を目標 とす るため 、同一思考 、同一様式で結論づ

|す るもので |ま な じヽ。

・意見が対立す るとき t相 手 に納得 して もら うよ う自分の考 えを吟味 じ

さらに 、掘 り下げ ることによ り個人 を高め る意義が あ る。

“自分の考 えの浅 いことや矛盾 にきず くとい うおお きな意味 を集団が持

・た とえ考 えがちがい対立 して も、それ をの りこえて共存 し、協力 、共

栄 じあえる仲間で 、個人の考 えを前進 させ るものであ る。

3 バズ学習の教育的意義

① 相互作用 (情 報交流活動 )を 効果的に指導 していくことにより、学

習活動に積極的に参加できる。



2

‐
・小集団であるから気軽に発言できる。      1
・相互に働 きかけ合 うので脱落者な <平等の立場で活動的な学習がで

きる◆

・学習が 自分のペースで自己決定 しなが らできるので、自主的態度が

でき積極的に学習がすすめ られる。

・わか らないときは、皆の力に支えられて意欲的な学習にたちもどる。

②  「話 し合い Jに よ り、理解が促進 され学級全体に拡充 じやすい。

・いろいろな意見が聞けて自分の考 えがより広 <充実 した ものになる。

・自分の考えを述べ ることにより考 えが再組織され、誤 りや矛盾が修

正され理解が確実になる。

・他人か らの援助をうけることにより、自分の不確実さが明確にな り

確かな学習の定着ができる。

・他人の援助によ り、課題や FEE題点がはっきりし、解決へのヒン トを

得て 自分の力で学習できる。

・特に、 トリル学習は、能率的にできる。

③ 集団相互作用により、望 ましい社会的態度や価値観が身につ <

・集団参加により、社会的機能への要求や承認の要求がみたされる。

・個人が安定 し、自己表現が活発にな り明るい気運が満ちる。

・集団肉において個性的にぶつか り合いをしながら共存するので、も

のの見方 、感 じ方、考え方 、人への対応の仕方など社会的態度が身

にてDく

・自分 もまた、他人の価値を尊重 しながら高い協同活動ができる。

④ 学級集団の質的な向上が期待できる。

・相互作用が活発になるにつれて仲間意識が育ち、機能的な学級にな

る。

・自治活動 、ボランテ ィヤ活動につ とめ皆のための学級づ <り ができ

る。

・学級内組織の階層が消え個人相互の調整が進み民主的集団が育つ 。

4 バズ集団の編戊

・小集団は、コミュニケーシヨン、自己実現の場

・個 々の学習や生活がより高い相互活動を進める共存の場

。小集国の編成 :よ 、流動的に して固定か しない。

・小集国内は異質、学級内での小集回は等質 とする。



声

(D)
「姓教育 につ いて 」実際に小集団で話 し合 う

(社会面 心情面 生理面 )

1 6年 生 の指導  「私の誕生 と喜び 」・・・・ 心情面

課題 <周 りの人の どんな愛情 を受 けて誕生 じ成長 したのだろ うか >

2 中学 1年   「思春期の体の変化 J

課題 <体 に どんな違 いが出て くるか >
―射精や 月経はなぜ起 こるだ ろ うか―

中学 1年   「性情報 と性意識 」

課題 <み んなは性 につ いての情報は何か ら得ているか 。良い面 、い

けな い面 につ いて考 える>

3 中学 2年   「生命誕生 と連続性 」

課題 <か |す が えのな い生命 として誕生 して きた 自分 を見つめ 、自分の

持つ良 さを考 えよ う>

中学 2年   「異性の友人 との関わ り J

課題 <君 達か ら見て 、いいなあ と思 えるよ うな交際 、 トラブル を起 こ

:じ やす い交際には 、どんな事があ るか 。まず 、異性の友達 とし

て どんな人が好 ま しい と思 いますか >

中学 2年   「性の不安 と悩み 」

4 中学 3年   「性的欲求 と性行動 」

課題 <欲求のままに自分本位な行動をした場合の結果について考えよ

う>
話 し合いのために

態度的 目標 みんな意見をのべよう

まず 、友達の話 をしつか り聞こう

～ と同 じですが・・

～ とちがいますが  ～○○さんにとたずね します

～
○○さんに加 えますが

などと、 いつてか ら話 しましょう )

多



・集団成員の人数 低学年で 2～ 4名     一         :

中学年で 2～ 4名

高学年で 2～ 6名

・ リーダにつ いて 常に民主的に順 に交代 させ る。

話 し合 いの させ方

別紙

・態度的 目標 をきめ 、認知的 目標 (単 元指導 目標 )と 同時に達成す る

例  1年 「よくで きたね 」―「あ りが と う」と言 い合 いま しょう

「お じえてね 」 ―「～です 。いいですか 」 〃

・グループの話 し合 いはルール をきめてお くが

学習課題があ るか ら ひ と りで考 え

グループで話 し合 い

全体で話 し合 い

まとめ 確認  自己評価

・話 し合 いに参加 しよ うとい うとす る気持 ち を引 き出す指導 をす る◇

・話 し合 いは楽 し<効果的に。

・話 し合 いの 目的 を明確 に。

・子 どもの能力に合わせて焦点 を しぼ って 。

つ ぎの全体の議 し合いは どう進め るか を予知 してお <。

・対立の原因や問題点が どこか を発見で きる援助 を。

・全体討議の時 、成果が どうか を常にフ ィー ドバ ック してや る。

学習指導計画 と課題づ <り

事例



バ噂留 緋

この2年 F85は 、交通安全教育・県教育研究の指定を受け、学級指導、児童活動を中

心 rt研究を進めた。また、パズを学級指導の中にとり入れ、仲間作 りを強化し生活の

分野に拡充 したのである。そこで、学習指導の基本形とそれにもとず く特設時間の指

導過程を考えて、バズ学習を拡充 じ研究を進めた.

ア 学習指導過程の基本型

評価・情報収集・診断教授・学習 メディア目標・内容・教材研究

学習効果の判定 と目標

達成状況の評価
学習課題の構成 と提示

グルーフ穏 考
。本時の学習を

まとめ、反省

する。
。学習方法、態

度について反

省する。
。次時の課題の

取 り組みにつ

いて見通 しを

もつ。

0グループや個

人の考えを出

し合 って、学

級全員によっ

て考えを深め

る。

0グループの成

員が協力 して

考えを出し合

い、情報を交

換する。

0課題に対する

自分の考えを

整理 し、 自分

なりの学習視

点をもつ。

。課題 を意識 し

追求・方法の

発 見・予想・

学習の見通 じ

をもつ。

イ 特設時FE5の指導過程

分区 児 童 の 活 動   ] 撃 師 の 活 動

準

　

備

中

むヽ

l

|

確

認

③ 課題提示 )

③ 行動基準の設定 )

②  問題分析)

証 )

用 )

検

適

⑬

⑤

1。 情報の意識化

きるようにする。    |
5。 安全な行動をより確かに

して意識を高めヽ自分の生

活への適用ができるようlC

する。    _  二

0児童の生活環境や交通環境

の中から場を設定 し、学習

のねらいにあつた危険を含

む場の構成をする。
0場面設定からとらえた問題

分析をさせ、条件を明確に

させる。
。設定された場面について危

険を予測 し、安全な行動に

ついて考えさせる。
。仮設場面を通 して、安全な

行動能力を習得させる。

0安全な行動へ意識づけ、実

践できるようにさせる。

…8-

課題への取 り組みの援助

と指導



――

・課題の追求過程の基本形 _ _

わたしたちの学校では基本的 な学書過程として、 3段階 (準備段階 。■′心段階・確

認段階)、 5分節 (方法発見・個人思考・ 全体思考・確認)を とっている。この基本

的学習過程饉一応のサンプルであって、実際には種 変々型されていくが、この中での

集団思考・全体思考をバズと呼び、最も子どもの思考の変容を期待 し、学習の山場と

して課題追求をおこなっているのである。 これは国語学習に適用され、子どもの′心に
そった読み深めを願い実践 したものである。

-7-

課題に対する自分

ひとりの考えをつ

くり出す。

グループの人の考

えを交換 して互い

に考えをゆさぶ り

あ う。

課題に対するみん

なの考えをつ 〈り

あげる。

新 しい第四段階

の課題を生み出

す。

・課題に対する解

決に於いて、 自分

の読み とりの根拠

になるものほ文中

のどこかを見つけ

自分のことばで、

その読みとりの意

味を創 り出す。

。自分の考ぇを、

グループの人によ

fi理解 してもらえ

る最 もよい方法を

考えて書 く。

韓 国に表わし

た り、線分図に表

わ したりして、自

分の考えをあさら

かに表現する.)

・ 自分の考えを主

張 し、読みの根拠

を述べて、他の人

に検討 してもらう

・ 友人の考ぇ との

異同をはっきりさ

せる。

・疑問店・ FE3題点

をつきとめる。

・ メモにより意見

交換をする。

・全体に出す考え

と切 りすてる考え

を吟味する。

・ 自分の考えをも

う一費深める。

・ グループの考え

を発表 しあう。

・発表を焦点化 し

て、他のグループ

との関係を見出す

・対立・障害のぶ

つか り、ウ !卜 ■ り

考えのゆきづ竣 り

個 題追究の山場

を期待する)

|

・克服 した時、集

団的に子どもの思

考が変容する場 と

考える。

・グループの成

長であるすべて

η子どもたちが、

■点だ集中 し自

熱するためには

共通の問題の共

有が前提になけ |

ればならない。

しか もそれは、

「どのよぅにして

追求するか」と

いう方法までも
‐
発見されていな

ければならない。

0   ｀
´

読む―サィ ドラ

イン。

書 〈― (文章図

構造図、線分圏

力~ド
、感想文

議す― (グルー

。今日の学習か

ら、 もう一度自

分の考えを■と

める。

伊 価の対象に

したい。)

。今日の学習か

ら、 どんな問題

が残 ったか。

・文章・ 人物・

自分等関係的に

課題の解決に追

れたか。

・次時の新 しい

課題発見ができ

たか。

'i準  備
むヽ中

講
時

一権個 人 思 考 グルーフ穏 考  1 全 体 思 考

課題の意識化と

追求の方法の発

見
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い
に
励
ま
し
合
う
学
習
集
日
の
育
成

清

和

208

411
「
パ
ズ
学
習
」
は
、
統
合
的
な
人
格
の
形
成
を
め
ざ
す
指
導
で
、
児

童

・
生
徒
相
互
の
積
極
的
な
交
渉
を
意
図
的
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
学
習
指
導
に
お
け
る
認
知
的
目
標
と
、
子
ど
も
の
社
会
的
な

態
度
に
関
す
る
目
標
と
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
う
も
の
で

あ
る
一
し
た
が
っ
て
、
パ
ズ
学
習
の
密
度
の
高
い
鵜
互
鮮
境
稔
一
専

‐力
を
身
二
‐っ
……―す
ら
せ
同
時
に
自
分
を
指
導
し
、
計
己
理
鐸
一
■
昇
影

キ一
Ｌ
ぎ

・
己ｉ
薫
恒
鴬
て
■
る
態
渡
比
育
て
、
塔
ち

‐‥こ、
稲
チ
を
理
解
ｔ

講
」

輩
瀬
」
だ
鶴
卸
“
マ
成
し
遂
げ
る
望
ま
し
い
社
■
的
態
度

こ
う
い
っ
た
意
図
的
な
話
し
合
い
は
、
人
間
関
係
を
基
礎
に
し
な

け
れ
ば
で
き
な
い
し
、
学
習
活
動
を
と
お
し
て
集
目
の
人
間
関
係
も

著
し
く
高
ま
る
も
の
で
、
認
知
と
態
度
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
達
成
す
べ
き
学
習
課
題
と
、
学
習
過
程
を
構
造
化
し
体

制
化
し
た
も
の
が
バ
ズ
学
習
指
導
で
ぁ
る
。

個
人
と
集
回
の
統
合

バ
ズ
学
習
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
学
習
課
題
を
協
同
ｔ
て

解
決
す
る
こ
と
を
集
団
目
標
に
し
て
互
い
に
協
力
し
合
い
、
考
え
を

出
し
合
い
、
努
力
す
る
場
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ぁ
く
ま
で
各
自

の
個
性
的
な
考
え
を
出
し
合
う
共
通
の
場
で
あ
り
、
集
団
で
個
人
の

解
決
行
動
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
．

ま
た
、
学
習
課
題
に
対
す
る
問
題
意
識
は
、
各
自
に
よ
っ
て
違
う

一バ
ズ
学
習
の
実
践

夏
彙
町
立
愛
彙
光
心

ヽ
学
漱

磯



鰐  II‐ 教育方摯の理論 と実践
，の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
考
え
を
相
互
に
出
し
合
い
、
そ
の
違
い

を
追
求
し
、
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
解
決
す
る
集
国
の
場
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
は
、
個
人
の
思
考
の
限
界
を
越
え
た
も
っ

と
質
の
高
い
多
様
な
見
方
、
考
え
方
を
も
つ
内
容
と
な
っ
て
、
再
度

自
分
に
返
っ
て
く
る
わ
け
で
ぁ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
の

話
し
合
い
は
、
同

一
思
考
、
同

一
形
成
に
結
論
づ
け
る
も
の
で
は
な

い
．
こ
の
よ
う
に
意
見
の
対
立
す
る
人
と
も
共
存
じ
協
力
し
、
認
め

合
い
、
尊
重
し
な
が
ら
個
々
の
考
え
を
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
．

授
業
の
組
み
立
て
方

ま
ず
、
子
ど
も
と
と
も
に
学
習
計
画
を
た
て
、
単
元
全
体
の
見
通

し
を
持
た
せ
る
指
導
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
場
合
前
も
っ
て
実
施
し
た

プ
リ
テ
ス
ト
の
結
果

（学
級
全
体
の
傾
向
）
ゃ
必
要
な
教
示
を
与
え

な
が
ら
十
分
話
し
合
っ
て

（教
師
案
も
修
正
し
て
）
単
元
全
体
の
学

習
計
画
を
立
て
る
。
も
ち
ろ
ん
学
習
課
題
は
、
準
備
的
な
も
の
か
ら

順
に
、
中
心
的

・
確
認
的
な
課
題
へ
と
、
系
統
的
に
配
置
し
、
指
導

目
標

（認
知
と
態
度
）
と
指
導
過
程
を
一
体
化
し
て
構
造
化
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
時
間
の
授
業
の
展
開
に
も
、
「準
備
段
階
」と
し
て
、
課

題
の
提
示
と
個
人
思
考
、
「中
心
的
段
斃
」
の
、
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全

体
の
話
し
合
い
に
よ
る
相
互
作
用
、
「
確
認
段
階
」
の
、
学
習
の
ま
と

め
、
補
足
説
明
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
自
己

（相
互
Ｙ
評
価
と
い
場

展
開
に
す
る
。
し
，か

し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
固
定
し
た
指
導
過
程
で

は
な
い
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ム

授
業
事
例

算
数
科

「
平
均
と
ち
ら
ば
り
」
（
六
年
）

指
導
案
参
照
。

授
業
記
録
と
考
察

機
　
本
時
に
い
た
る
ま
で
の
経
過

前
時
の
学
習
は
、
プ
フ
ト
ポ
ー
ル
投
げ
の
記
録
を
わ
か
り
ゃ
す
ぃ

表
に
か
く
表
づ
く
り
を
中
心
に
し
た
学
習
で
、
本
時
は
、
そ
の
量
を

使
っ
て
、
「
ど
ち
ら
の
組
の
記
録
が
ょ
い
と
ぃ
ぇ
る
か
」を
、
ま
ず
ひ

と
り
学
習
を
し
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
．

０
　
本
時
の
授
業
経
過
と
記
録

〈第

一
分
節
〉
追
求
視
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

本
時
の
学
奮
課
題
を
確
認
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
記
録
衰
を

見
な
が
ら
、
個
人
学
習
の
結
果
気
づ
い
た
問
題
点
を
発
表
し
、
本
時



2  組

番号 きよ患

'(m)
26

37

5

28

35

35

10

32

30

28

20 26

34

22

23

27

25

26
‐
25

27 37

28 29

29

30 27

1  組

番 号 きょり(m)

22

25

3 39

6 38

35

28

33

10 26

34

29

13

20

29

34

19 35

20 39

22 33

23 29

30

25

26 20

27 35

29

30

42

32 24

2Jf

Ql

H 教育方法の理論 と実践

C24

に も 記 m・ が ぅ ち ル き 組 明

轟象季な吾まくム与劣三賛
で リ ー ニ で と  組 バ を 組 じ
す ま 組 五

｀
思  の ズ 知

Vて
°

す は m二 い  記
°

り と 追

C23傘   C21撃   資料 ソフトボール投げの記録
習
め
あ
て
を

ぼ
く
は

一

不
安
で
す
。

三
分
節
〉
グ

で
は
、
ど

さ
ん
か
ら
ど

私
は
二
組

一
組
が
二
九

ま
た
、
二
四

し
、
最
低
の

ら
、
そ
れ
で

今
の
考
え

た 決 求
い め 意

よ  で た 欲
い  す の を

高
め
る
。

だ
が
、
こ
れ
で
よ
い
か

か
話
し
合

い
ま
す
。

Ｃ
２４

れ
は
、
平
均
を
出
す
と

・
七
ｍ
だ
か
ら
で
す
。

み
て
も
、
三
組
が
多

い

三
組
は

一
七
ｍ
で
す
か

一
組
の

一
四
ｍ
が
あ
る
と
な
ぜ
よ

）

く
な
い
と
し
た
の
で
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｌ
　
最
低
が
二
組
の
ほ
う
は
一七
ｍ
で
よ
い
か
な
で
す
。

Ｃ２
　
そ
し
た
ら
、
最
高
で
き
め
た
ら
一
組
は
四
二
ｍ
だ
し
、
二
組

は
二
九
ｍ
な
の
で
、
そ
れ
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
。
（
み
ん
な

も
同
意
）

Ｃ２４　
最
低
や
最
高
の
決
め
方
は
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
で
す
ね
“
わ

力
り
ま

し

た
。

Ｌ
　
ぼ
＜
は
、
平
均
で
比
べ
た
が
、
ど
う
で
す
か
。

Ｃ
２２
　
私
は
二
四
ｍ
～
二
五
ｍ
に
よ
く
集
ま
っ
て
い
る
の
が
三
組
だ

か
ら
二
組
が
よ
い
成
績
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
２３
　
ぼ
く
は
ヽ
み
ん
な
と
ち
が
っ
て

一
組
だ
と
思
い
ま
す
．
そ
れ

は
、　
一
組
の
人
数
が
多
い
か
ら
で
す
。
合
計
も
多
い
か
ら
で
す
。

°― を 組 ま  録
四 考 が す  が
mえ 二

°

で て 九 そ

響
ハ
し



2F2

亀
　
人
数
で
全
体
の
成
績
と
し
て
は
…
…
。

Ｌ
　
そ
れ
に
、
投
け
る
前
か
ら
勝
負
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
し
、
記

録
の
合
計
で
決
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
．

亀
　
そ
う
か
、
ぼ
く
も
み
ん
な
の
考
え
と
同
じ
で
す
．

偽
　
そ
ん
な
ら
何
が
同
し
か
、
み
ん
な
の
考
え
を
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
．

Ｃ
２３
　
そ
の
わ
け
を
い
い
な
お
し
ま
す
．
記
構
の
平
均
で
比
べ
る

，
と

二
九

・
五
ｍ
と
二
九

ｏ
七
ｍ
で
少
し
二
組
が
よ
い
と
し
ま
す
「

他
に
出
た
、
え
―
、
集
ま
り
方
で
も
二
組
が
よ
い
し
、
最
高
、

最
低
の
考
え
が
、
ち
ょ
っ
と
よ
ぐ
な
い
け
ど
考
え
た
こ
と
を
こ

の
班
の
考
え
と
し
て
、
全
体
に
発
表
し
ま
す
．　
　
　
　
　
　
　
〆

〈第
三
分
節
〉
グ
ル
ー
プ
パ
ズ
結
果
の
発
表
と
協
議
．

全
体
の
話
し
合
い
で
主
流
を
な
す
意
見
は
、
平
均
と
ち
ら
ば
り

の
両
方
に
着
遍
し
た
考
え
で
あ
る
一
最
高
値
、
最
低
値
、
中
央
値
、

そ
れ
に
、
平
均
と
ち
ら
ば
り
と
指
導
を
意
図
し
た
考
え
が
す
べ
て

出
つ
く
し
て
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
つ
く
り
出
し
た
学
習
展
開
と

な
っ
た
．

こ
の
後
、
深
め
る
問
題
を
し
て
、
グ
ル
ー
プ
バ
ズ
で
確
か
め
合

い
、
授
業
反
省
を
各
自
が
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
終
了
し
た
．

０
　
授
業
結
果
の
考
察

実
践
結
果
を
く
わ
し
く
書
け
な
い
が
、
と
く
に
六
班
は
、
落
ち

着
き
の
な
い
性
な
の
Ｌ
を
う
ま
く
学
習
に
引
き
込
ん
で
偽
が
リ
ー

ド
し
、
間
違
い
を
指
摘
し
な
が
ら
修
正
し
て
い
る
．
ボ
ス
ト
テ
ス

ト
も
八
五
・五
点
で
、
標
準
偏
差
も
六
二
一と
た
い
へ
ん
よ
い

（表

参
照
）。　
一
応
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

学
習
参
加
も
Ｃ
２３
は
「
学
習
が
楽
し
い
」
「
協
力
で
き
た
」
と
答
え

て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
熱
心
な
反
応
を
示
し
て
い
る
．

彎 率=  響 脚 対∞轟点

ぢ
/=

表 プリ・ポス トテスト結果の比較

班

プリテスト ポストテスト 進歩率

(%)平均点 標輝l偏差 平均点 標準偏差

27.0 15,6

36.3 15.6 94.25 8。 3 90。 8

29.8 9.8 912。 9

19.傷 93.75 6.5 91。 8

8こ 7 97.5

8.3 10.2 6。 2

41.8 10。 1 99。 1

15.8 93。 9

15.5 96.0

全体 31。 77 17.8 95.2 7.0



―

学習指導案

1 単元名 平均 とちら:rり

(2.単元目標,3.教材の取 り扱い,4.学習計画は省略 )

5 本時の目標
′

(第 2次÷時)

認知的  ・ 集団の傾向を見るとき。平均だけでなく最大値・最小値 。中央値・最頻値などいろい
ろな比較ができ,ち らば りからも調べらオLる ことを理解 させ る。

態度的 A表 からいろいろな比較の仕方を見つけ出そうとする.

B順 序立てて話すょうに し.要点をとらえて聞こうとする.

6展 開

指導上の留意点

1.学習課題を確認する.

2.ひ とり学習の確認をす

る。

3.比べ方について各自の

考えを出し合って,ど
ちらの組の記録がょぃ

と言えるか話し合う:

(グループバズ)

4.01組・ 2組の特徴を

明らかにする.

。平均値で比べるだけ

では不十分な場合に

は,ち らば りの大小

で集団の傾向を見る。

(全体バズ)

5。 本時の学習の確かめ と

反省をする。

6。次時の学習の確認をす |

(資料。「 ソフトボール投げの

記録」参照)

。自分の考えにわ:サ をつけて

言えるように確認させる。

・ グループとしての意見をま

とめさせる.

・ 平均値 。最大値・最小鮭・

中央値などゃちら1ま りのよ

うすから組の特徴を比べら

れることに気付かせる。

・ 表でちらばりの大小を確認

し。ちらば l)の小さい方が

そろっていることをわから

せる。

・ ノー トに学習のまとめをし

自己評価をする。

。次時の学習課題を確認させ

る.

・ 本時の学習の課題が持

てたか.

0ひ とり学習ができてぃ

るか .

・ いろいろな点に着目し

て比べられたか。

・ 友達にわかるようにわ

けをつけて言:1せ たか。

。友達の意見を聞き,そ

れについて買F・5や意見

カイ言えたか。      |

。ちらば りの意味や調べ

方がゎかったか。

C自 己評価ができたか。

。次時の学習が予測でき

たか。

確認の要点

。「各班のテストの結果表を見ると,

からどの班カイよいと言えますか」―

平均点の同じ班がぃくっかぁります。ちらば りのようす

。順序立てて話せたか。」 __
・ 友達の考えをしっか り聞きとり,それに対する質問や意見が持てたか。

表からどちらの組の方が記録がよぃと言え



算数科学習指導案

1 単元 名

2 単元 自標

認知的_

平均とちらば り

(6年 1組 )

厳導者 石 部 清

平均やのべの意味を理解し、平均やのべが求められるよう3Cす る。

度数分布表や控状グラフ・を護みと与、度数分苺表や柱状グラフに表すこと

ができるようにする。                        ′

(3)以上、以下、未満の用語の意味を理解 し、これらを用いることができるよ

う:こ する。

(4)一部の資料の割合から全体の傾向を推測する

態質的 A 度数分布や柱状 グラフ等の資料を活用する時、統計的に考察 したり表現 し

た
')し

ようとする。

B 自分の考えを進んで示し、みんなで求めて考 え合おうとする。

・ ・ 話の要点やF・3題点、共通点など的確にとらえて聞いたり話 しだ りする。

・ 互いの考えをよく理解し項序立てて考えようとする。

3 教材 の取 り扱い

^こ の単元 :こ 関連する学習は、すでに4年生で学んでいる落なく重な りな く類別 した り、お

よそ勢数にしたりすな学習や、 5年生の単位あたりの理解、人口密度の意味な どを学習して

いる尋ここの学青では平均という意味を身近な資料を通 して理解 させ、資料の持つ特性を読

み取った り、あるいは 1部の標本的な資料から母集団の特徴を推配 して全体の傾向をとらえ

「1与 するなど、統言ヤ的に考察したり表したりする能力を育てたいと考える。

4 学習計画

学 習 内 容 。 学 習 課 題

1。 学習ま入ゞ容の資要を知 り学青 ・ プリテス トを行い、学習課題をつく

学習の見通 しを持つ。計轟 を上て るこ

次
　
　
獅

１
　

　

均

慕

　

　

平

2平均 とのべ勢意味 を理解 し

のべや 警l均 を求める,

3.体 重や考11疵での資橿から

のべやギ
=Jを

flめ 、平均の

意味を深綺ろ .

。のべや平均の意味を知る。

「 この表は、バスケ ツトボ~ルの試合

でシュートしてボールが入つた回数です.

どちら
1の

組がよく入ったか調べよう」

0グ ノι~ブ 311体重、身長灘定の結果から

どのグループの平均が大きいかを識ベ

る。

〆二髪クレ́:



4,練 習問題 をする。 。平均やのべの標習問題をする。    |

筆 2次

ららば り

5,記録全体を表にして、その

特徴をとらえる。

6.集団の傾向をちらばりに着

目してとらえる。

7.変数分布表をかき、以上、

以下、未満め数を理解する

うすや特徴を理解する。

 |
1°・
I軍畠辱11[::進暑:|
る。     |

ソフトボール投げの記録 を全体の様子

がゎかる表にかいて特徴を調べる。

。表からどちらの組の記録がよいといえ

るか比べ方を考える。

●ソフ トボールの投げた距離を5凛 区切
|

・ 2島の定 与幅 とびの記録か ら、その特
|

`利
ツ 縄 ― "=t V″ … …

… …
 … ―

…

1

徴を薦べて6年全体の傾向を考える。
|

。度数分布表や柱状グラフを読み取 った

り、かぃたり、一部の資料から全体を

予灘するなどの練習問題をする。

11評均と指 」〕 こ関す練

第3次
 1 

習F・l題をすo,
I

まとめと
|

糠  習 112.評価テス ト
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(E)   二

まとめ

「 バズ学習は J尊敬 、信頼 、協力の関係 、共通の価値体系な どの人間

関係 を基盤 に認知的 目標 と同時に達成す る。社会的態度は 、他人 を認め る

ことか ら始 まる。バズ学習は 、相互作用の過程 において社会的態度 をおお

き <そ だて 、あ らゆ る教育活動の統合のプロセスである。この意味か ら、

バズ学習は 、児童生徒の統合的経験の集積である。

・個人の成長 と集国の成長の統合

・学力 と生活力の統合

・認知的 目標 と態度的 目標の統合

「バズ学習 」の考える学級集団 = 学習集団

e自 由に、コミュニケー トができる集団

3全 員が共通の価値体系をもつ集団

・共同活動が見 られるような集団

・個人の欲求調整がなされるような集団

・メンバーに役割の分化が見 られる集団

・個人が高ま りやすい集団

:

|

ノ

ザ
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全国パノ畔稲研究会  資 料       1990/8/24

日  豫拳    1990/8/24  13:30- 久保圏 滋

1.小 。中・高二貫の観点よりの誤答傾向 (約10000人 )につて (算数・数学 )

付 (米教育省の調査より)

・2.尋梶劉贈薯軍覇買の購 と

'多
絆バズ学習との関わりについて くバズ学習発展のために)
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小・申・高一貫の観点からみた 1万人の誤答分析

――中学生の誤答傾向と小・高校生との関係……

国立教育研究所教育課程研究会  久保爾 滋 ほか 8名

1 研究のねらい
°

児童生徒の算数 '数学の学習過程をみると誤りを繰り

返しながら,じ だいに正しい概念を把握していく。ある

一定期Fulを 過ぎると,多 くの児童生徒は,正しい数学の

概念を身に付けて次の学習過程へと進んでいく。ところ

が,小学校のとき理解が不十分な者は,:中 学生になると,

誤答傾向のプロセスは複雑となり,高等学校になると複

雑化が加速するのではないかと考えられる。

本研究は,ラ ンダムに抽議した児童生徒 1万人の誤答

傾向を分析し,その傾向が,小学校から中学校へ,中学

校から高等学校へと変わる過程でどのような傾向が見ら

れるかを分析した。これによって,今後の学習指導や教

育課程の改善のための基礎的な資料を提供することをね

らいとした。

2 調査対象

対象児童生徒は,関東プロックの 21県 を選び,県内の

すべての学級にナンパーをつけた。小・申学校の場合は

乱数表を用いて,調査対敏学級を選んだ。高等学校の場

合は,普通科と職業科の割合を5対 3と して,小・ 中の

場合と同様に無作為に抽出した。その結果,調査・回収

した児童生徒数は,次のようになった。

(注)A調査:ま客観形式テスト,3調査:ま論文形式テスト

3 研究の方法・内容

調査問題の作成に当たもでは,小 6と 中 1の場合は範

囲を絞 り,中 3と 高 2(高 1の範囲から出題)の場合に

は,既習事項全範囲から出題 した.

誤答傾向の概要を把握するため,A調査では,ま ず 8

学級を無作為に抽出し,誤答率の高い方から1機種類 まで

の誤答パターンを選び出し,こ のパターンに基づいて残

りの学級の回答を集計し,最終的に 1ま ,「正答J,「準正答』,

「無答』及び誤答率の高い順番に並べて『「誤答パターン

1」 ～「誤答パターン6J』 ,「範囲分け不能の多種の誤答

全部Jと して一覧表にした。B調査は,A調査を受けた

児童生徒の中から学級を無作為に選び,F完全正答J,「 単

純な誤謬J,「 明らかに間違っているが本質的でないJ,「本

質飾誤 りのあるものJ,「本質的に重大な誤 りのあるも

のJ,「完全な誤りJ,「無答」の 7種類に分けて分類した。

このような形の整理・集計の結果を,当研究グループ

のメンパー (久保田,小栗,岡部,山崎,松井,斉藤,

鈴木,奥山)わS共同して検討分析し,小・中・高の間に

どのような誤答の傾向がみられ,中学校と,小・高のFB5

にどのようし関係がみられるかについて検討を加えた。

4 研究のまとめ

小学校の誤答傾向の特徴は,誤答のパターンが比較的

少なく,しかもどのようなプロセスで誤答に至ったかが

推測可能なものが多い。したがって,誤答のパターンを

あらかじめ研究しておいて,授業を展開することにより,

正しい学習を成立させるための一助 として,本調査を利

用できるのではないだろうか。と考えている.4ヽ学生の

中には,中学校で学習する内容を既に学習していると予

想される誤答も見受けられる。これは,中学校 との一貫

性のある教育を考えることにより克服可能であろう.

中学生の場合には,誤答のパターンも複雑 となり,こ

れを,克服するには,rJ●校の誤答傾向を指導者が十分

に理解しておくことが大切だと思われる.

高等学校になると,小 。中の誤 りが複合され,様々な

誤答が見られる。4ヽ 。中を通じての誤答傾向を指導者が

あらかじめ念頭に置いて指導することにより,誤答率を

減らすことが可能 と考えられる。

表 1 纂査を受けた児童生徒数

対象 種 類 学 級 数 標 本 数 時   間 主 な 内 容

rjヽ 6

中 2

申 3

高 2

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

職

Ａ

Ｂ

60

15

50

15

60

15

40

12

2004

513

2207

533

2237

541

1618

482

分

分

分

分

分

分

分

分

縄

“

脚

５０

紳

”

５０

騎

分数

分数

文字式・方程式

文字式 。方程式

計算・式 。図形

計算・式・図形

数学全範囲

数学全範襲

合計 277 10.140
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小・申 学校学習指導要領「算数,数学Jあ
~

改善の要点について

1 小学校算数の改善の要点

(1)目標の改善の要点                       '
‐

目標は,次のような視点を重視して改善を図る。

ア 論理的な思考力や直観力の育成を重視し,日常の事象について見通 しを

もち筋道を立てて考え処理する能力と態度の育成を図る。

イ 算数を意欲的に学習する態度を育てるため,基礎的・基本的な内容を目

的に応じて活用することを重視し,も のごとを考えたり処理したりする際

に役立つことが分かるようにする。

(2)・ 内容の改善の要点         ・

ア 思考力の育成の充実

数量や図形について適切な判断ができるようにするため,それらに対す

る感覚を豊かにすること及びおよその大きさゃ形についての適切な見積 り

ができるようにすることを明示する。また,考えたことを的確に表現し,

処理できるようにするため,数量の関係を式に表すこと及び式の意味やは

たらきについての内容を充実する。

イ 低学年の指導の充実

基礎的な内容の理解の徹底を図り,数量や図形に親 しみをもたせるよう

ヽにするため,日常生活における様々な経験 との関連を十分配慮するととも

に,具体物やその操作から数量や図形を抽象する過程を一層重視すること

を明示する。                          
警

ウ 内容の集約 とその配分の改善

時刻,時間に関する内容やものの位置を表す内容については,指導の重

点を明確にしたり,内容を集約したりする。また,第 5学年の内容が過密
であるので,内容め一部分 (分数の簡単な乗,除法)を第 6学年に移行 し,

軽減する。

工 中学校 との指導の一貫性

体積については,図形の計量についての基礎的な内容を小学校で一応完

結させる観点から,円柱や円すいなどの簡単な立体図形を加え,実験・実

測を通して取 り扱うこととする。また,四則計算の可能性及び数が不確実

な事象,起こる程度を表す内容は,中学校に移す。
オ そろばんの指導の充実           ｀

そろばんの指導については,現行の第 3学年に加えて,第 4学年におい

ても内容に位置付けて必ず指導するようにする。また,i第 5学年以降につ

いてその活用を促進する旨を明示する。

等．吉岡



2 中学校数学の改善の要点

'(1)目 標改善の要点                      イ

: 目標は,次のような視点を重視して改善を図る。

|ア 論理的な思考力や直観力の育成を一層重視する。     
イ

イ 数学的な思考力を身に付け,'そ れらを実際の場面において積極的に活用

する能力や態度の伸長を図る。

(2)内容の改善の要点                   
Ⅲ

ア 基礎的・基本的な内容の指導の徹底

小学校での学習内容との関連を考慮しつつ,教育内容の一層の精選を図
‐
 り,基礎的・基本的な内容についての指導がゆとりをもってなされるよう .

にする。

イ 論理的な思考力や直観力の育成

見通しをもち,筋道を立てて論理的に考える能力の育成を図るとともに,

例えば図形領域などの指導を通じ,直観的な見方や考え方を伸ばすことを

重視する。

ウ 数学的な見方や考え方を身に付け,それらを積極的に活用する能力と態

度の育成を図るとともに,例えば,関数や確率などの見方や考え方を実際

場面へ活用できるようにする。

工 生徒の主体的な学習を促じ数学
・
的な見方や考え方の育成を図るため,第

203学年において,各領域の内容を総合したり日常の事象
・
に関連付けた

りして行う課題学習を,指導計画に適切に位置付け実施するようにする。

オ 教育機器の活用

必要に応じ,コ ンピュニタ等の教育機器を効果的に活用して指導するよ

うに配慮する。

力 選択教科の取扱い

第 3学年における選択教科 としての「数学」においては,生徒の特性等

に応じた多様な学習活動等が展開できるよう,課題学習,作業,実験,調

た などの学習活動を取 り扱うものとする。

3 高等学校数学の改善の要点

(1)目標の改善の要点

目標は次のような視点を重視して改善を図る。

ア 論理的な思考力や直観力の育成が一層重視されるようにする。

イ 数学的思考力や考え方を身に付け,それらを実際の場面において積極的

に活用する能力や態度の伸長を図る。

(2)内容の改善の要点

ア 基礎的・基本的な内容の指導の徹底

科目の全内容を履修させる科目「数学 I」「数学H」「数学III」 について

は,基礎的・基本的な内容に精選する。なお,「数学 IJは必修科目なので,

生徒の実態に応じて,内容の程度,範囲を弾力的に扱えるようにする。

イ 生徒の実態の多様化への対応

内容を選択して履修させる科目「数学AJ「数学BJ「数学CJを設け,
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新学習指導要領 (1989年告示)

1 自己教育力の育成及び基礎・ 基本の徹底 と個性 を生かす教育の充実

墨奮畠IttL
「

~~          
■
~…………………………■

餓薄聾嘘嶼鰹型墜
=量

姓主壷憂I養童の充実に努めなければならないこと
を示 した。
2 道徳教育の充実

道徳教育 を進め るに当たって配慮すべ き事項 について,次の ように改
め ることとした。

(1)生徒が人間 としての生 き方についての 自党 を深め,豊かな体験 を通

。

じ

裏     f冒 轟董島虚ュ簿I曇彙島暮重逸喜

。

なわ つ わ繊 徳的実

3 体育に関す る指導の充実

体力の向上及び健康の保持 増進 に関す る指導 についての配慮事項 とし
て,生涯 を通 して健康で安全な生活 を送 るための基礎が培われるように
することを示 した。
4 必修教科及び選択教科の取扱いの明確化
必

摯教科及 び選択教科 の取扱 いについて次の とお り示すこととした。
(1)学校 においては,学校や生徒の実態 を踏 まえつつ,必修教科及び選

(2)農璽翼配繁男亀瞳言t電÷猿表募整蓋努鷺護晉象言電裏曇三二i、ては,

(1)正            畠勇菫涯輝畠勇畠L内で各学校が適切に
定めること。

(4)外国語については,第 2, 3学年において,その授業時数の範囲内
で,共通履修のほかに選択履修部分を設itて他の選択教科と同様に取
り扱う運用 もできること。
選択教科の取扱い

:現
行学習指導要領 (1977年告示)

学校教育を進める上での基本理念については,

特に示 していない。

(だ ・ヽ中。高同じ)

→ 生涯学習
|:l[:]I藷舞魔

l羹■_豊査t=震性三三1■罰

5

(1) 生徒 に履修 させ る選択教科の数

第 1学年及び第 2学年……………………………………………… 1以上
第 3学年 ……………………………………………………………… 2以上

(2)選択教科の種類

第 1学年……外国語,そ の他特 に必要な教科

に必要な教科

第 3学年……

6 授業時数の配 当

(1)各選択教科の授業 は,特に必要があれば年間35週 を下回って行 うこ
と力rで きること。

(2)ク ラブ活動 については年間 を通 して計画的 に行 うことがで きること。
ア 授業の 1単位時間の運用の 3革 力化

各教科等の特質 に応 し,指導方法の工夫によって教育効果 を高め るこ
とがで きる場合には,各教科等の年間授業時数 を確保 しつつ,適切 な F‐「
画の下に授業の 1単位時間 を弾力整笠婆興支豊ことがで きることを示 し
た。

8

現行の 6項 目について,内容の改善 を図 るとともに,新たに次の 5項
目をカロえ, 11項 目とした。

lll       ク
重

理 学息姦嬢L自 発的な学習の促進
は)学習内容の習熟の程度lこLぎ ι「え肇蕎鶯著

‐
ご薇IttTI指 導方法の工夫

改 善

(3)教師間の連携協力など指導体制の工夫改善
(4)          などに対する適切なす旨導の配慮

(1)に ついては,特に示 していない。

(2)に ついては,家庭や地域社会 との連携及び ,

日常生活の基本的行動様式 をは じめ とす る道徳的
実践の指導 について示 している。

生涯体育については,特に示 していない。

必修教科及び選択教科の取扱いについては,特
に示 していない。

各学年 とも 1以上。

第 1学年及び第 2学年……外国語及びその他特 に

必要な教科

第 3学年……音楽,美術,保健体育,技術・ 家庭 ,

外国語,その他特 に必要な教科
各教科等の授業は年間35週以止にわたちて行 う

こととしている。

授業の 1単位時間は50分 を常例 とす る。

言語環境の整備,進路指導の充実,生徒指導の

充実など 6項目を示 している。

教育課程実施上の配慮事項の改善

(5)家庭や地域社会 との連携や学校相互の連携・ 交流の促進
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1 はじめに

今回告示された学習指導要領 (平成 1年 3月 15日 告示)は,数学科のねら

いや目標としての意味を考える場合,全体の学習指導要領の持っているねら

いや目標の一環としてとらえておくことが大切なのではないかと思う。

もともと学習指導要領の目的は,昭和26年 (1951年 )改訂販として出され

た「学習指導要領一般編」(試案)の冒頭に10項 目にわたって述べられてい

るので。大変参考になるかと思うので,紹介する。

学習指導要領の目的

○ 教育|ま何を目ざして行われるべきかを・教師に知らせるために,広い視

野から注意深く考えられた教育の一般目標について教師に示唆を与えるこ

と.

○ 各教科の目標や学年の目標を,知識・理解・態度・習慣・技能・鑑賞・

表現といったような学習の成果と関係して述べ,教師に指導の具体的な手

がかりを示唆すること.

○ 教育の目標を実現するに最も適した学習内容や,その組織のしかたにつ

いて示唆すること.

○ さまざまな学習経験の領域における指導に調和を持たせ,すべての方面

につりあいのとれた統一ある教育が行われるようにすること.

○ 自分が担当している学年の指導を孤立したものとして考えるべきでなく,

……/―・



それは前学年からの発展であり,次の学年へ続いて行くものであることを

教師に知らせること.     ・                 ・

○ 普通の児童や生徒であれば到達できるであろうと思われる学習内容を示

し。当該の学年のうちに学習させておくのが適当であると思われることを

示唆すること.

○ 教師が児童生徒の発達や〕地域の差に応じて1適切な活動を選べるよう

に教師に示唆を与えること.

○ 有効な指導の例を示すと同時に,教師が自分の311意やく
`、

うを生かして

指導するように教師を刺激すること.

○ 学習についての評価の方法を示唆じ・ 教育目標に照して・ 児童や生徒が

望ましい進歩を示しているかどうかの判断が正しく出来るように教師を助

けること。

O 教師のためや,学習者のために利用し得られる参考書や,その他のいろ

いろな資料を示唆し, さらに進んだ研究を促したり,よい指導が行われる

ようにすること.

今から約40年前の昭和26年の学習指導要領の目的としてかかげられたもの

である。要するに学習指導要領は,児童や生徒の学習の指導にあたって教師

を助けるために書かれた書物であるとはっきり明言している。

そして教育課程を展開するにあたって手号|と して0仕事を補助するものと

して,役に立つものでなくてはならなもヽものであった.そ して示唆と刺激と

いうことばである.このことは今日でも注意深く読んでみることが大切かと

思う。そして「算数,数学科」については,次のように全体的に述べている.

「算数・数学科tt,生徒が:数量的思考を用いて,自分の生活の向上をは

かっていく教科である。数量的に考えていくためには.適当なことばが必要

である.数と量,表とグラフ,図形などは,その著しいものである。また:

ものごとをこれらのことばを使って考察していくことも必要になる。さらに

これらのことばや関係概念を用ひてものごとを理論的に考えることが必要に

-2-



なる。次に,これらのものが学年によってどのょぅに発展していくか述べよ

う。」とあり,la}数と量,{b}表 とグラフ,lC}図形,(d}関係概念,.(e騰理的思

考。と述べられている。

試案と:ま言え。非常に明解に学習指導要領の目的が述べられている点が大

変注目されるように思う。

さて今回の学習指導要領全体の持つ内容として総則に目をむけてみる必要
があるのではないか.まず総則第 1教育課程編成の一般方針 1の中に「……
・・:…学校の教育活動を進めるためにあたっては,9自 ら学ぶ意欲と②

社会の
変イヒに主体的に対応できる能力の育成を図るとともに,0基礎的・基本的な

内容の1指導を徹底しO①個性を生かす教育の充実に努めなければならなもヽ.J

とある。

以上①t④の4つに集約できると考えられる.そ して総辞1の 「指導計画の

作成等にあたって配慮すべき事項」ほX5逸働について「各教科の指導にあたっ

ては,C体験釣な活動を重視するとともに,0生徒の興味や関壺安生かし,0
自主的0・ 自発的な学習が促されるよう工夫すること.」

「各教科の指導に当たっては,0学習内容を確実に身:1付 1ォ ることができ
るよう,生徒の実態等に応じ,学習内容の習熟の程度に応じたl旨導などじ優
に応じた指導方法の工夫改善に努めること.」

C「
指導,過畿ゃ威暴を評価し1指導の改善を行うとともに,0学習意欲の

向上に生かすよう努めること.」

配慮すべき事項として,上記①～⑥に集約することができると思っている,

そして今回の改言丁の大きなねらいは,次の4つに分類することが出来るので
はないかと思う:(1)見通し,筋道を立てて,数理的に処理する能力・態度.

柁)基本的な概念及原理・法則の理解・習熟・活用.憾}数学のよさ,を理解
し意欲的に学習しようとする態度の育成.韓)発達段階に応じて,コ ン
ピュータ等の指導が適切に行われるようにする。生徒自ら自分の心の中から
「これを解いて成功させたい」との意欲の向上をはかる努力 (働 き)を育成

-3-―
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することをねらいとしてりる。ただ「数学を何故勉強するのかJと いう点に

なるといまだと怪ゝう感じであり,これからと思ってヽゝる。

2 数学科の目標の流れ

今回の学習指導要領の数学科の震標は全体目標と各学年の目標とにわかれ

ており各学年.3項目ずつにわかれて作られている。全体目標は「数量,図形

などに関する基礎的な概念や原理 。法Allの理解を深め,数学的な表現や処理

の仕方を習得し,事象を数理的に考察する能力を高めるとともに数学的な見

方や考え方のよさを知り,それらを進んで活用する態度を育てる。Jと あるL

以下数学科の目標の流れを昭和26年から追ってみよう。

1951年 (昭和26年 ) 1947年 (日召和22年 )

1958年 SMSG発 足

算数・数学の学力低下が問題となる

1958年(昭和33年 )

経験学習重視
数学科冒標

1.数量や図形に関する基礎的な概念

や原理・法則め理解を深め,よ り進

んだ数学的な考え方や処理のしかた

を生み轟す能力を伸:」す。

4,も のごとを数軸 勺にとらえ。その

解決の見通しをつける能力を伸ばす

とともに.確かな根拠から務遠を立

てで考えていく能力や態度を養う。

5.数学が生活に役立つことや:数

学と科学・技術との関係などを知

集合の実験など盛に

らせt数学を積極的に活用する態

度を養う。

ジャーナ リズムを中心に

批判が起こる

（系
統
学
溜
）

ヽ

（
現

代

化
）

数学科一般目標

1.数学の有用性と美しさを

知って,真理を愛し,こ れ

を求めていく態度を養う。

以下 9項 目

1968年 (昭和43年 )

総括目標(数学科 )

事象を数理的にとらえ,

論理的に考え,統合的。

発展的に考察し,処理

する能力と態度を育成

する.

以下 1～ 4項 目お り

~~“ ~



1989年 (平成 1年 )

21世紀の数学教育のために

1999年 (平成11年 )?

戦後 6回の学習指導要領の改訂があり,流れのlllEに したがって,その目標
をl尋げてきたが,昭和22年頃は生活単元学習という流れの中であり,昭和33

年頃からはボ斗学技術革新・高度経済の時代で系統学習としての申で,米国で
も数学教育の現代化が叫ばれ,数学,理科などの時数の増加がはかられてしヽ
る。昭和43年からの現代化では,っぃてぃかれない生徒が問題となり,集合
などが大きくとりあげられ, ジャニナリズムを中心として批判がおこってぃ
る。昭和52年以降は今日の学習指導要領であるが,精選やゆとりが中心と
なって今日に至っている,数学教育が果す役警1や一人一人が数学を通 して果
す役割などは今後検討されなければならない。

~∫ ~~

育
つ
教

９
習

タ

魏
孵
一
（舞
鉾
■選
択
学
習
）

方

度

ピ

えヽ
執
一
ン

考

習

コ

ノ
ｆ
ｉ
‥
‐
‐
ヽ

総括目標のみ

数量.図形 ra・ どに

1関する基礎的な概念

や原理・法Rllの理解

を深め,数学自なな表

現や処理の仕方を習

得し,事象を数理的

に考察する能力を高

めるととも:こ 数学白守

な見方や考え方のよ

さを知り,それらを

進んで活用する態度

を育てる。

（精
選
・ゆ
と
り
と
充
実
）

1977年 (昭和52年 )

総括目標のみ

数量,図形などに関する基礎的
な概念や原理・法員Jの理解を深め,

数学的な表現や処理の仕方につ
いての能力を高めるとともに,

それらを活用する態度を育て
る。



3 学習指導要領の目標とねらいについて

昭和61年 1・月に臨時教育課程審議会が第二次答申を提出している。所調
「教育改革に関する第二次答申であるが,、 その内容は第1部で「21世紀にむ

けての教育の基本的な在り方」が示されており,,

{1}今回の教育改革で,全体を貫く最も基本的な原則は「個性尊重の教

育」である.

佗)21世紀のための教育の目標は「ひろい心。すこゃかな心,ゆたかなEll

造力J「自由・自律と公共の精神」「世界の中の日本人Jである。

8)生涯学習体系への移行を中心として学校中心の考え方を脱却して,21     ~
世紀のための教育体系の総合的な再編成を試みる。

以上が中心であった。この他に第 2部第 3章において「初等中等教育の改

革Jの中で|ま,第 1節 F徳育の充実J:第 2節「教育内容の改善Jと題して

の基本方向として……初等中等教育においては,生涯にわたる人間形成の基

礎を培うために必要な基礎的・基本的内容の修得の徹底を図ると共に,社会

の変fヒや発展の中で自らが主体的に学ぶ意志,態度,能力等の自己教育力の

育成を図る。と述べており,同時に平行して行われていた教育課程審議会は

昭和61年 10月 「中間まとめJを発表してずヽてその方向はおよそつぎのようで      ‐

あった。

(1)豊かな′亡、を持ち,た くましく生きる人間の育成をはかること.

柁}自 ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる能力の育成を重視すること.

憾l 国民として必要とされる基礎的・基本的な内容を重視し,個性を生か

す教育の充実を図ること.

{4)略

以上であったが,「今回の教育課程の基準の改善とねらいJを達成するた

めには,算数・数学については,「内容の程度の取扱いを適切にするように

検討」「数量や図形などにつしヽての知識や技能の習熟に比べて,数学的な考

え方の育成が不十分」である, と書かれている。 ｀

― ぶ‐



観 点
平均通過率 (%)

中 1年 中2年 中 3年

知

理
識
解

・
66.0 69」 9

技  能 58.8 62.0 71.4

な
方軸

え
数
考 48.7 58.5

たしかに「数学的考え方Jの育成が不十分であることは..以前行われた

「教育課程実施状況に関する総合的調査研究・調査報告書』昭和60年 12月 報

告によっても明ぅかである。これは小学校と中学校について学習指導要領に

基づく教育内容が実際上どの程度児童 。生徒に理解されてぃるか,学習指導

上の問題1ま何かなどを明らかにして将来の教育課程や学習指導方法の改善に

役立てるために行ったものである。中学校は全学年48000人の調査であった。

左の表は,観点311達成状況 (第

1学年)であるが「数学的な考え

方」、.の部分を見てもわかるとおり,

他の部分と比較して通過率が悪い

ことが理解されており,この場合

は「達成不十分」と判断されてい

る。また,同時に報告された IE
A(国際数学教育調査)の調査比較をみても,同様な結果となっている。

今回の学習指導要領の目標として現行の学習指導要領の目標についての基
｀
本的なものは変更ないが「数学的思考力や考え方を身に付け,それらを実際

場面において積極的に活用する能力や態度の伸長を図るjこ とを加えている

のもこれらの理由からであると思われる。現実には.数学的考え方それ自体

は単独のものではなくFn3題の解決の中で指導されるものと思っているわけで

あり,今回の学習指導要領のねらう,・大きな問題と考えてよいのではないか

と思っている。また意欲崎に考え学習しようとする態度を育てることにも関

連して単に知識の習得や保持することでなく数学的に考えることの体験であ

ることがわかるようにすることも大きなねらいと考えておくことが大切であ

ろう.日本数学教育学会の「基調発表」には数学的な考え方の育成は,特Ell

な教材を準備して行うだけでなく,すべての領域・内容で数学的な考え方を

育てるための教材開発や,その扱い方の研究がなされる必要がある。とある。

また,情報化などの社会の進展に適切に対応できるようにするために,学

― ター



習指導要領|ま数学の活用能力が一層伸びるようにするための配慮をするよう

にとのねらいも重要である.また今回特に「自己教育力の育成Jということ
,

が言われており,これ|ま昭和58年中教審教育内容等小委員会から発表された

「審議経過報告Jの中で用いられたものといわれている。報告では次のよう

に述べている。「自己教育力とは,主体的に学ぶ意志,態度8能力などをい

う。Jと あり,数学教育としてのねらいとして|ま,自分から学習目標を持つ

ことができること,自分から学習計画,方法,活動を行うことが出来るよう

にしていくこと。このことを日常活動の中にとり入れていくことにより,自

己教育力に発展していけると考えている。この力|ま今後の社会の変化にも対

応していく行き方と大いに関係あると思っている.・ 数学教育の中で常に考え

ておかねばならないことであろう。

次に学習指導要領のねらいの 1つに「論理的な思考力や直観力の育成」を

求めている。図形領域の目標の中にも「操作や実験を通して図形に対する直

観的な見方や考え方を深めながら論理的に考察するための基礎を培う。」と

あり,このことは①図形を合成分解したり,②図形を特殊一般の考えてみた

り,③図形を運動の概念を用いてみたりする。以上のことを行いながら新し

い性質を発見していくことにより,論理的に考察する基礎を培うことになる

のではないかと思っている。最後に今回の改訂のねらいとして不足している

ものといえば人FEE主義と数学教育ではなりかと思っている。

昭和26年の学習指導要領にもある「数学の有理性と美しさを知って,真理

を愛し,こ れを求めていく態度を養う。」といった目標や「数学がどのよう

に生まれてきたかを理解し,その意義を知るJと いつたことを考えながら,

F数学が果している役割」「何故数学を学ぶのか」といった命題に答えるこ

とが必要である.そ して人間が数学にかかわるかかわり方を知ることによっ

て,生徒は数学から人間にとって大切なことを学んでいくはずである。この

ことは今後の改訂の大きなねらいとなると思っている。

(東京都圏黒区立教育研究所)
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